
第１号議案

会長　北里　堅二

平成28年度の重点事項は、

　１．多職種連携促進への積極的取り組みに向けた体制作り　

の１項目であり、多職種連携推進特別委員会を設置し対応にあたった。 

　地域リハビリテーションや災害時リハビリテーションを含む地域包括ケアシステムの構築に

重要な多職種連携システムの整備についての検討及び活動推進を目的に、災害時リハビリテー

ション体制整備・ネットワークの再構築に向けたアンケート調査、地域包括ケアシステム整備

に向けたネットワークの推進などの活動を予定していたが、平成28年４月に発生した熊本地震

に対応するため、特別委員会は、熊本JRAT事務局と協同してJRATから復興リハビリテーション

センターでの一連の多職種連携での対応を中心に実働すると同時に、協会として取り組むべき

課題についても検討してもらった。災害を経験し、支援する側と同時に支援を受ける側として

の「受援」という視点でのアンケート調査を行い、平成29年度には、それをもとに九州ブロッ

クの現職者講習会を企画することとなった。

　なお、多職種連携推進特別委員会は平成29年度には地域連携対策特別委員会にその内容を継

続して活動してもらうことになっている。

　以上、平成28年度の重点事業について総括した。

平成28年度　事業報告

重　点　事　業　総　括
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Ⅰ 県民の医療・保健・福祉の向上に資する事業  １） 健康講座

＜公１＞ 事 業 名：第14回くまもと『ＰＴあ！(ピタ)』

っと健康講座

・ 理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の 期　　日：平成28年７月17日(日)

向上に寄与するための事業 場　　所：くまもと県民交流館パレア

・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び 内　　容：講義及び実技

技術の向上に関する事業 テーマ１：｢脳の健康｣

・ 理学療法に関する会誌その他の刊行物の発行及び 講 師 １：川畑智

調査研究に寄与する事業 テーマ２：｢身体の健康｣

講 師 ２：谷川直昭

[１] 県民公開講座の開催 参 加 者：(熊本県民)111名

(会員)９名

(目的)

講演や健康講座等を通じて県民に直接働きかけ、その  ２） 平成29年度開催健康講座準備

健康意識の向上を図ることや、運動指導・生活支援を 期　　日：平成29年２月28日(火)

行うことで高齢者・障がい者(児)並びにその家族が健 場　　所：菊南病院

康的な生活を営むことを支援する。また、医療・保健 内　　容：事業内容の検討及び準備

・福祉並びに教育関係に従事する方々に対して、理学

療法の基本的理論や実践的手法を教授し共有化するこ  ３） 第49回市民公開講座

とで、県民の医療・保健・福祉の向上に寄与すること 期　　日：平成28年10月２日(日)

を目的としている。 場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

内　　容：講義及び実技

(内容) テ ー マ：｢ベッドサイド・リハ

平成28年度事業は、４月に発生した熊本地震の影響で ～すぐに実践できる介助のコツ～｣

当初の計画が変更になったり、中止になったりする事 講　　師：上村恭生

態も発生した。健康講座と介護予防・健康増進キャン 参 加 者：(一般並びに医療関連職種)23名

ペーンを合併し、県下３ヶ所で「介護予防・健康増進 (会員)０名

教室」を開催する予定だったが、会場の関係で、第14 【公益事業推進部】

回くまもと『PTあ！（ピタ）』っと健康講座のみの開

催となった。「脳の健康」「身体の健康」をテーマに  ４） 第18回福祉研修会

講演と実技を交えた講座には120名の参加を頂いた。 期　　日：平成29年３月11日(土)

介護教室では「熊本地震の復興支援に携わる理学療法 場　　所：熊本保健科学大学

士の取り組み」と題し、福祉研修会では「これからの 内　　容：講義

地域包括ケア」の題でそれぞれ講演会を開催した。健 テ ー マ：｢これからの地域包括ケア

康スポーツ教室は地震等の影響で日程の変更が数回な ～地域から求められる人財～｣

されたが、甲佐町で75名の参加を得て、グランドゴル 講　　師：佐藤孝臣氏

フ大会及び体力測定・体操指導を実施することができ (ライフリー)

た。「ベッドサイド・リハ」に関する市民公開講座に 参 加 者：(医療保健福祉関連職種、一般)10名

は23名、介護支援専門員試験受験者を対象とした試験 (会員)34名

直前の対策講座には51名に受講いただいた。各ブロッ

クが主催する市民向けの介護・転倒・認知症予防等の  ５） 第23回介護教室

教室も3回開催され、合計54名の参加を頂いた。 期　　日：平成29年３月22日(水)

しかし、認知症フォーラムの１回は、地震の影響によ 場　　所：ウェルネススクエアー和楽

り中止せざるを得なかった。 内　　容：講義

広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ テ ー マ：｢熊本地震の復興支援に携わる

ージ掲載、関連団体への案内文送付を行うとともに、 理学療法士の取り組み～避難所支援に

健康講座等に関しては、新聞等のマスメディアを利用 関わる～避難所支援に関わる事業所と

した広報も行った。 多職種の連携～｣

講　　師：山本明奈氏

(くまもと健康支援研究所)

参 加 者：(医療保健福祉関連職種、一般)０名

(会員)３名

(学生)１名

【保健福祉部】
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 ６） 第16回試験直前介護支援専門員受験対策講座 [２] 障がい児に対する療育支援事業

　期　　日：平成28年９月18日(日)

　場　　所：九州中央リハビリテーション学院 (目的)

　内　　容：講義及び模擬試験 教育活動、相談支援活動など理学療法士の専門性を十

　テ ー マ：｢平成28年度試験直前介護支援専門員 分に活かしながら、県民の医療・保健・福祉の向上に

受験対策講座｣ 寄与することを主たる目的としている。本事業を通じ

　講　　師：石本淳也氏 て、障がい児並びにその家族が健康的な生活を営むた

(日本介護福祉士会) めに必要な具体的な支援の方法について情報提供を行

　参 加 者：(医療・介護関連職種)44名 うとともに、医療・保健・福祉・教育関係に従事する

(会員)７名 方々に対しても、障がい児に関する理学療法の基本的

【介護保険部】 理論や生活支援の手法を教授し共有することで、県民

の医療・保健・福祉の向上に寄与することを目的とし

 ７） 第６回県民健康スポーツ教室 ている。

　期　　日：平成28年11月13日(日)

　場　　所：甲佐町糸田グラウンド (内容)

　内　　容：体力測定、体操指導 障がいのある子どもや発達に遅れのある子どもを抱え

熊本県理学療法士協会杯 た家族や、その方々に関わる医療・保健・福祉関係者

グラウンドゴルフ大会 からの様々な相談に対応し支援するものである。その

　参 加 者：(熊本県民)75名 一つとして、『抱き方』『接し方』『生活支援用具の

【公益事業推進部】 使い方』『子育てアドバイス』等について分かりやす

く説明した手引き書（名称：理学療法支援マップ）を

 ８） 第３回転倒予防教室 作成・配布している。また、小児研修会では「熊本県

　期　　日：平成28年11月６日(日) の地域療育支援体制について」というテーマで、保護

　場　　所：介護老人保健施設メディエイト鶴翔苑 者57名を含む76名の参加を得た。

  内　　容：講義及び実技 広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ

  テ ー マ：｢転倒予防の一部運動機能に関する ージより手引き書を自由に閲覧・ダウンロードできる

評価・体操及び歩行姿勢について｣ ようにしているとともに、障がい児療育に関わる医療

　講　  師：今田道生、八河鶴予、野原慎二 ・保健・福祉・教育関係者に配布している。

　参 加 者：(一般)13名

(会員)０名  １） 小児リハ推進事業

【熊本市中央ブロック】 期　　日：平成28年４月～平成29年３月

内　　容：小児リハに対する相談業務

 ９） 東地区市民公開講座 県下小児リハ実施施設の把握とHP更新

　期　　日：平成29年１月29日(日) 小児リハ評価の統一化

　場　　所：介護老人保健施設第二コスモピア熊本 対　　象：子ども及び保護者、理学療法士への治療

　内　　容：講義 及び家庭療育の指導

　テ ー マ：｢あなたの足は健康ですか？｣ 実施施設：八代市医師会病院

　講　  師：三宮克彦、江上徹

　参 加 者：(一般)17名  ２） 第９回小児研修会

(会員)７名 期　　日：平成28年９月25日(日)

【熊本市東ブロック】 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

内　　容：講義

 10） 平成28年度認知症予防フォーラム　 テ ー マ：｢熊本県の地域療育システムと個別支援

　期　　日：平成29年１月28(土) の実際について｣

　場　　所：イオンモール熊本 講　　師：楠本敬二

　内　　容：認知症予防についてとケアについて 参 加 者：(療育関係者、障害を持つ子どもの

　テ ー マ：｢認知症を知ろう　防ごう　支えよう｣ 保護者)57名

　講　　師：橋口侑佳 (会員)19名

　参 加 者：(一般)８名 【専門領域部】

(会員)９名

【熊本市南ブロック】
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[３] 県民の医療・保健・福祉に貢献する研究への助成 [４] 県民向けの情報発信

(目的) (目的)

理学療法の治療効果の向上や新たな福祉機器の開発な 学術活動や健康情報などの理学療法士の専門性を十分

ど、高齢者・障がい者（児）並びにその家族が健康的 に活かした活動について、ホームページや広報誌を通

な生活を営むことを支援することに繋がる研究に対し じて広く情報発信することで、県民の医療・保健・福

経費の一部を助成し、その成果を公表する場を提供す 祉の向上に寄与することを目的としている。

ることで、理学療法に関する研究の促進を図ることを 研修会や健康講座開催等の情報発信を通じて県民に直

 目的としている。 接的に働きかけ、その健康意識の向上を図ることや、

●

(内容) （児）並びにその家族が健康的な生活を営むことを支

本事業の内容は、医療・保健・福祉領域の研究活動に 援する。また、医療・保健・福祉並びに教育関係に従

掛かる経費の一部を支援し、その成果を発表する場を 事する方々に対して、理学療法の基本的理論や実践的

提供することにある。申請は本会の事業目的に鑑み、 手技を教授し共有化すると共に、理学療法士の職務内

規程に沿って熊本県理学療法士協会ホームページ上で 容やその教育課程を提示することで、理学療法士を志

の公募により行われ、本会理事会における審査を経て す方々に対し進路決定の一助となることも目的の一つ

決定される。また、とりまとめられた研究は熊本県理  としている。

学療法士学会で発表の機会を与えられるものとなって

いる。残念ながら平成28年度の応募は０件だった。 (内容)

ホームページ等を通じて提供される情報は、学会・研

 １） 研究開発事業 修会・公開講座等の案内や開催後の内容報告、転倒や

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 疾病・障がい等の予防に関する内容に加え、理学療法

　内　　容：研究助成事業の提供 士の仕事の内容や本会の活動、及び将来理学療法士を

【学術部】 目指す方々の進路決定に役立つものまで、多岐にわた

る。併せて、本会の活動に基づき作成している『広報

●

用）『理学療法支援マップ』も自由に閲覧・ダウンロ

ードできるようにしている。掲載にあたっては、複数

の理事にてその内容を確認したうえで行う体制を取っ

ている。

広報誌の発行回数は年３回で、理学療法の特性を活か

した情報を市民向けに提供できる構成となっている。

今年度は地震に関連して、「生活不活発病」を特集す

るなど、タイムリーな情報発信ができたと考える。

県下数ヶ所の郵便局や地域包括支援センターに配置す

ることで広く市民に閲覧して頂くとともに、熊本県理

学療法士協会ホームページにも掲載、より多くの方が

自由に閲覧できるようにしている。また、訪問リハに

関するパンフレットを作成し、一般市民に対する周知

・啓発を図っているが、その内容を見直し、より充実

したものにしてゆくための会議を開催した。

 １） ホームページ等の運営

期　　日：平成28年４月～平成29年３月

内　　容：本会ホームページの管理・運営

・ホームページ更新の確認

・ホームページアクセス等に関する分析

・一般ページ充実に向けての企画等

運動指導や生活支援を行うことで高齢者・障がい者

誌かくどけい』『臨床実習の手引き書』及び（小児
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 ２） 広報誌｢かくどけい第121号(通算158号)｣発行

広報誌発行業務及び発送作業

　発 行 月：平成28年６月

　部　　数：1300部

　内　　容：特集：肩こり

各部事業報告

医療介護情報の紹介

巻頭：熊本地震の挨拶

　対　　象：一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

 ３） 広報誌｢かくどけい第122号(通算159号)｣発行

広報誌発行業務及び発送作業

　発 行 月：平成28年９月

　部　　数：2300部

　内　　容：特集：生活不活発病

各部事業報告

医療介護情報の紹介

　対　　象：一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

 ４） 広報誌｢かくどけい第123号(通算160号)｣発行

広報誌発行業務及び発送作業

　発 行 月：平成29年１月

　部　　数：1100部

　内　　容：特集：脳卒中

　対　　象：各部事業報告

医療介護情報の紹介

活動予定の掲載等

一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

【広報宣伝部】

 ５） 訪問リハ事例集検討とパンフレット作成

　期　　日：平成28年７月27日(水)

平成28年９月21日(水)

平成28年11月16日(水)

平成29年１月18日(水)

　場　　所：くますま

　内　　容：モデル事業について

事例検討

訪問リハパンフレットについて

【専門領域部】
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Ⅱ 医療保健福祉関連団体との協力連携に関する事業  ３） 生活介護(身体)機能訓練事業

＜公２＞ 事業主体：荒尾市社会福祉協議会

期　　日：平成28年４月～平成29年３月

・ 理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の 場　　所：荒尾市ふれあい福祉センター

向上に寄与するための事業 内　　容：生活・身体介護利用者様並びに一部の

・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業 地域活動支援センター利用者を対象と

した集団でのストレッチ

[１] 講師派遣に関する事業 個々の身体機能レベルに応じたホーム

エクササイズのプログラム指導

(目的) 運動指導及び成果の確認・評価

関連団体と協同して実施する県民を対象とした介護講 被派遣者：田中久友、木村昌美

座や各種講演会における講師等を派遣し、身体機能の

回復や家族を含めた生活支援に関する理学療法士の専  ４） 平成28年度｢熊日・スミセイさわやか介護

門的知識や技術の指導・伝達を行うことで、県民の介 セミナー｣

護技術の向上による介護負担の軽減や健康増進を図る 事業主体：熊本日日新聞社

ことを目的としている。 住友生命福祉文化財団

期　　日：平成29年１月28日(土)

(内容) 場　　所：熊本日日新聞社

これらの活動を通じて県民の健康意識の向上や高齢者 内　　容：講義及び介護実技指導

・障がい者（児）の身体機能の改善並びにその家族を ｢見て・知って・触って～介護のツボ～｣

含む生活支援に寄与している。活動内容として、熊本 被派遣者：竹内久美・光本しのぶ・山口里美

シティＦＭ放送に出演し、県民に対する健康情報の提 山田祐理子・森内陽介・霍田賢太郎

供、児童発達支援事業・生活介護機能訓練事業では対 髙橋信・田尻美穂

象者への理学療法の実施や関係者への助言指導・相談

を行った。介護セミナーでの介護実習、熊本市各包括  ５） はつらつクラブ

支援センターでの転倒予防教室や介護予防教室開催。 事業主体：熊本市西１地域包括支援センター

また、熊本市住宅改造居宅介護支援員派遣、並びに高 期　　日：平成28年８月18日(木)

齢・障害・求職者雇用支援機構の講義を分担担当する 場　　所：西部高齢者生きがい作業所

こととなった。各セミナー、勉強等における実践的運 内　　容：転倒予防教室

動指導や講義が行われた。 被派遣者：森英誌、森上和也、堀川博史

講師は、理事等の役員や学会等で発表するなどその分 担　　当：熊本市西ブロック

野での知識や経験の豊富な会員を充てている。

なお、計画予定であったものが、地震の影響のため一  ６） 家族介護者教室

部未実施となった。 事業主体：熊本市西３地域包括支援センター花陵

期　　日：①平成28年６月15日(水)

 １） 熊本シティＦＭ放送出演 ②平成28年10月14日(金)

　事業主体：熊本市保健医療専門団体連合会 場　　所：①野中公民館

　期　　日：①平成28年７月６日(水) ②白坪地域コミュニティセンター

②平成29年１月11日(水) 内　　容：講義及び実技

　場　　所：熊本シティエフエム ｢高齢者の介護予防のための健康な

　内　　容：①｢医療と介護の必要性｣ 体作りについて｣

②｢介護予防におけるトレーニングに 被派遣者：①谷川直昭、久保裕治、堀川博史

ついて｣ ②佐藤まつよ、永松春菜、堀川博史

　被派遣者：①増田安至 担　　当：熊本市西ブロック

②光本しのぶ

 ７） 熊本市住宅改造居宅介護支援員派遣事業

 ２） 児童発達支援事業 事業主体：熊本市

　事業主体：佐土原福祉会 期　　日：平成28年４月～平成29年３月

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 場　　所：熊本市

　場　　所：熊本市 内　　容：対象者機能評価及び改造内容に対する

　内　　容：保育士・利用児及び保護者の支援及び アドバイス

相談対応 被派遣者：田島徹朗、竹内久美、田中誠

　被派遣者：田中鮎美、中村善則 福本和仁、鏑木誠
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 ８） 離職者訓練  11） 熊本市立池田小学校保健委員会講演

　事業主体：高齢・障害・求職者雇用支援機構 事業主体：熊本市立池田小学校

熊本支部熊本職業能力開発促進センター 期　　日：平成28年10月18日(火)

　期　　日：①平成29年２月３日(金) 場　　所：熊本市立池田小学校

②平成29年２月６日(月) 内　　容：講演及び実技

③平成29年２月９日(木) ｢体をほぐして、心を元気に

④平成29年２月７日(火) ～柔軟性を高めよう～｣

⑤平成29年２月10日(金) 被派遣者：古川繁

⑥平成29年２月13日(月) 担　　当：専門領域部糖尿病班

⑦平成29年２月27日(月)

⑧平成29年３月10日(金)  12） 小児生活習慣病予防検診後の事後指導

⑨平成29年３月14日(火) 事業主体：熊本市保健医療専門団体連合会

　場　　所：熊本職業能力開発促進センター 期　　日：平成28年３月４日(土)

　内　　容：①役割分担とチームアプローチ 場　　所：熊本市医師会館

②福祉用具に関わる関係職種について 内　　容：実践指導

③からだとこころの理解 ｢親子でできる小児生活習慣予防体操｣

④福祉理念とケアサービスの意義 被派遣者：古川繁

　サービス提供の基本視点

⑤からだとこころの理解  13） 高森町健康教室

　リハビリテーション 事業主体：高森町

⑥高齢者の介護・医療に関する基礎知識 期　　日：平成29年３月23日(木)

　等に関すること 場　　所：高森町総合センター

⑦演習 内　　容：生活習慣病予防のための運動について

⑧リハビリテーション医療の基礎知識 被派遣者：林寿恵

⑨レクリエーション技術 担　　当：菊阿ブロック

　被派遣者：①坂田大介

②岸本稔  14） 介護職員初任者研修 

③保田佳史 事業主体：天草市社会福祉協議会 

④坂崎浩一 期　　日：平成28年７月16日(土)

⑤山口里美 場　　所：天草市五和農業情報センター

⑥田島徹朗 内　　容：講義及び実技

⑦四海公貴 ｢医療との連携とリハビリテーション｣

⑧筒井宏益 被派遣者：立川衛

⑨川畑智

 ９） すこやかくまもと栄養セミナー

　事業主体：熊本市中央区役所

　期　　日：平成28年10月14日(金)

　場　　所：熊本市役所

　内　　容：講義及び実技

｢身体活動・運動｣

　被派遣者：増田安至

 10） 日本薬局協励会熊本支部レディース部会勉強会

　事業主体：日本薬局協励会熊本支部レディース部会

　期　　日：平成28年12月18日(日)

　場　　所：市民会館シアーズホーム夢ホール

　内　　容：講義

｢腰痛、膝痛に対するリハビリ

テーション｣

　被派遣者：澤村拓朗
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 15） 天草市地域リハビリテーション活動支援事業 ㉕村区自治公民館

　事業主体：天草市 ㉖浦５区公民館

　期　　日：①平成28年４月４日(月) ㉗大宮地コミセン

②平成28年４月19日(火) ㉘小島子集会場

③平成28年５月10日(火) 内　　容：運動指導

④平成28年６月３日(金) ｢いきいき100歳体操｣

⑤平成28年７月４日(月) 被派遣者：①水田順司

⑥平成28年８月２日(火) ②水田順司

⑦平成28年８月９日(火) ③水田順司

⑧平成28年９月１日(木) ④園田寛

⑨平成28年９月12日(月) ⑤原田皓生

⑩平成28年10月４日(火) ⑥武部啓太

⑪平成28年10月４日(火) ⑦野﨑憲一

⑫平成28年10月11日(火) ⑧原田皓生

⑬平成28年10月13日(木) ⑨水田順司

⑭平成28年11月５日(土) ⑩木崎拓真

⑮平成28年11月９日(水) ⑪赤城隼人

⑯平成28年11月９日(水) ⑫野﨑憲一

⑰平成28年11月14日(月) ⑬赤城隼人

⑱平成28年12月１日(木) ⑭原田皓生

⑲平成28年12月21日(水) ⑮赤城隼人

⑳平成29年１月18日(水) ⑯園田寛

㉑平成29年２月11日(土) ⑰赤城隼人

㉒平成29年３月５日(日) ⑱久木山佑季

㉓平成29年３月８日(水) ⑲水田順司

㉔平成29年３月９日(木) ⑳赤城隼人

㉕平成29年３月10日(金) ㉑水田順司

㉖平成29年３月11日(土) ㉒水田順司

㉗平成29年３月14日(火) ㉓野﨑憲一

㉘平成29年３月28日(火) ㉔原田皓生

　場　　所：①浜田自治公民館 ㉕赤城隼人

②棚底１区公民館 ㉖武部啓太

③五和町手野コミュニティセンター ㉗木崎拓真

④食場自治公民館 ㉘原田皓生

⑤崎中公民館 担　　当：天草ブロック

⑥平自治公民館

⑦一町田コミュニティセンター  16） 上天草市介護予防・日常生活支援総合事業

⑧大多尾地区コミュニティセンター 基準緩和型サービス事業研修

⑨さざなみの湯 事業主体：上天草市

⑩つわの花 期　　日：①平成28年11月22日(火)

⑪島子コミュニティセンター ②平成29年２月10日(金)

⑫御領コミュニティセンター 場　　所：上天草市役所

⑬湯上公民館 内　　容：講義及び実技

⑭五和町御領大島コミュニティセンター ｢高齢者の心身機能の変化と身体構造の

⑮大浦コミュニティセンター 変化ついて｣

⑯古里自治公民館 被派遣者：立川衛

⑰嵐口老人憩いの家

⑱旭町自治公民館

⑲下区自治公民館

⑳山浦自治公民館

㉑新和町民センター

㉒切越公民館

㉓打越公民館

㉔平野区公民館
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[２] 関連団体等との交流・連携及び公開講座の  ３） 熊本城マラソン支援

共同開催に関する事業 事業主体：熊本市

期　　日：平成29年２月19日(日)

(目的) 場　　所：熊本市

医療関連団体等と共同でのイべントの開催や健康・医 内　　容：アイスマッサージ、ストレッチ

療・福祉に関する情報を発信することで、県民の健康 テーピング

意識の向上や高齢者・障がい者（児）並びにその家族 対　　象：参加選手

の健康的な生活支援に寄与することを目的とする。 被派遣者：松原淳一、他20名

担　　当：専門領域部スポーツ班

(内容)

これらの活動を通じて県民の健康意識の向上や高齢者  ４） 熊本訪問リハビリテーション研修協議会

・障がい者（児）の身体機能の改善並びにその家族を 事業主体：熊本訪問リハビリテーション研修協議会

含む生活支援に寄与している。 期　　日：平成28年９月５日(月)

熊本県医療・保健・福祉連携学会への企画を含む参加 平成28年９月27日(火)

協力。また、熊本城マラソン支援、各市町村の健康祭 場　　所：介護老人保健施設清雅苑

り、健康フェア開催支援への地区会員派遣、車いすテ 内　　容：研修会の企画・運営

ニス九州大会への専門領域部スタッフ派遣、熊本訪問 被派遣者：大脇秀一、竹内久美、光本しのぶ

リハビリテーション研修協議会の運営協力など、広く

一般県民や医療関連職種に対して健康や介護に関する  ５） 第４回｢火の国杯争奪｣車いすテニス九州大会

情報を発信している。 事業主体：熊本県障害者スポーツ・文化協会

なお、熊本市民健康フェスティバルをはじめ、糖尿病 期　　日：平成28年12月３日(土)

ウォークラリー・研修会開催など計画予定であったも 場　　所：浜線健康パーク

のが、地震の影響により一部未実施となった。 内　　容：車いすテニスプレイヤーの救護

応急処置、コンディショニング

 １） 熊本県医療・保健・福祉連携学会 リコンディショニング

　事業主体：熊本県医療・保健・福祉団体協議会 被派遣者：西村英治、川中洋平

　期　　日：平成29年１月22日(日) 担　　当：専門領域部スポーツ班

　場　　所：ホテル熊本テルサ

　テ ー マ：｢熊本地震での活動状況とその後の経過  ６） 荒尾市健康福祉まつり

のまとめ 災害時の各団体の連携の模索｣ 事業主体：荒尾市

　内　　容：シンポジウム 期　　日：平成28年６月５日(日)

｢熊本地震で医療関係者はどう動いたか｣ 場　　所：荒尾総合文化センター

医療技術連携部会 内　　容：血圧・体力測定

居宅支援連携部会・介護サービス連携 被派遣者：中村寛人、他18名

部会 担　　当：県北ブロック

地域リハビリテーション連携部会

プライマリ・ケア連携部会  ７） 第32回くまもと車いすふれあいジョギング大会

市民公開講座 事業主体：熊本県障害者スポーツ・文化協会

｢復興を目指して 菊陽町社会福祉協議会

～生活の再建と地域の復興～｣ 期　　日：平成28年10月８日(土)

　被派遣者：岸本稔、佐藤亮 場　　所：菊陽杉並木公園さんさん

福本貴美香、内田圭祐 内　　容：ボディケア

被派遣者：南留美子、千馬直子、坂田翔吾

 ２） 熊本県医療・保健・福祉連携学会企画準備委員会 上嶋美恵、田口靖洋

　事業主体：熊本県医療・保健・福祉団体協議会 担　　当：菊阿ブロック

　期　　日：①平成28年９月７日(水)

②平成28年10月７日(金)

③平成28年11月２日(水)

④平成28年12月14日(木)

　場　　所：テルウェル熊本ビル

　内　　容：第９回開催経過報告・収支決算報告

第10回開催計画について

　被派遣者：岸本稔、佐藤亮
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 ８） 第32回くまもと車いすふれあいジョギング大会  13） 宇城市健康フェア全体会議

実行委員会 事業主体：宇城市

　事業主体：熊本県障害者スポーツ・文化協会 期　　日：①平成28年11月28日(月)

　期　　日：①平成28年７月５日(火) ②平成29年２月27日(月)

②平成28年10月４日(火) ③平成29年３月30日(木)

　場　　所：熊本県社会福祉事業団 場　　所：宇城市保健福祉センター

　内　　容：くまもと車いすふれあいジョギング大会 内　　容：宇城市健康フェアについて

について 被派遣者：①上村龍輝

　被派遣者：①福田圭祐 ②新谷大輔

②南留美子 ③新谷大輔

　担　　当：菊阿ブロック 担　　当：八代ブロック

 ９） すまいるフェスタinたかもり  14） 天草市健康フェスタ

　事業主体：高森町 事業主体：天草市

　期　　日：平成28年11月６日(日) 期　　日：平成28年６月18日(土)

　場　　所：高森総合センター 場　　所：天草市民体育館

　内　　容：健康チェック・体力チェック 内　　容：転倒予防教室

体力測定及びアドバイス 体力測定

　被派遣者：安藤友里、二子石悠平 運動指導

大塚猶貴、磯邊勝彦 被派遣者：四方田将昌、他28名

　担　　当：菊阿ブロック 担　　当：天草ブロック

 10） 菊陽町健康ウォーク  15） 水俣市健康まつり

　事業主体：菊陽町社会福祉協議会 事業主体：水俣市

　期　　日：平成28年10月22日(土) 期　　日：平成28年９月22日(木)

　場　　所：菊陽町老人福祉センター 場　　所：水俣市総合もやい直しセンター

　内　　容：健康相談、体力測定 内　　容：体組成計での計測、健康相談

　被派遣者：南留美子、春山理恵、吉村祐輔 ロコモティブシンドロームの啓発

　担　　当：菊阿ブロック ロコモーショントレーニングの指導

被派遣者：永田光寿、吉本和文、谷久保真人

 11） 菊陽町健康ウォーク実行委員会 山本尚哲、碇裕成

　事業主体：菊陽町社会福祉協議会 担　　当：県南ブロック

　期　　日：平成28年９月15日(木)

　場　　所：菊陽町社会福祉協議会  16） 水俣市健康まつり実行委員会

　内　　容：菊陽町健康ウォークについて 事業主体：水俣市保健センター

　被派遣者：南留美子 期　　日：平成28年６月30日(木)

　担　　当：菊阿ブロック 平成28年８月31日(水)

場　　所：水俣市保健センター

 12） 宇城市健康フェア 内　　容：水俣市健康まつりについて

　事業主体：宇城市 被派遣者：永田光寿

　期　　日：平成29年３月20日(月) 担　　当：県南ブロック

　場　　所：宇城市保健福祉センター

　内　　容：体力測定  17） いきいき未来のつどい

　対　　象：一般市民 事業主体：いきいき未来のつどい実行委員会

　被派遣者：塚島靖博　他13名 期　　日：平成29年３月12日(日)

　担　　当：八代ブロック 場　　所：特別養護老人ホームさわらび

内　　容：肺機能検査

腰痛・尿失禁予防の相談

実技指導

対　　象：一般市民

被派遣者：河野将光、陣内真樹、鏑木誠

中道淳、宮崎卓也、水本健斗

担　　当：熊本市北ブロック
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Ⅲ 医療保健福祉関連職種の資質向上に資する事業  １） 第20回熊本県理学療法士学会

＜公３＞ 期　　日：平成29年２月26日(日)

場　　所：熊本保健科学大学

・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び テ ー マ：｢参画～理学療法士の強みを生かす～｣

技術の向上に関する事業 学 会 長：森英誌

・ 理学療法士の教育機関に協力し、理学療法士の 内 容 １：記念講演

資質向上に寄与する事業 ｢地域包括ケアシステム構築と医療介護

連携の推進から見た高齢者ケアの将来

[１] 熊本県理学療法士学会 像｣

｢熊本地震における厚生労働省の動き＆

(目的) リハビリテーション関連職種への期待｣

参加者が新しい知見や技術を習得することで、リハビ 　講 師 １: 山田章平氏

リテーションサービスの質的向上を図り、高齢者・障 (総務省行政評価局)

がい者（児）の身体機能の改善並びにその家族を含む 内 容 ２：セミナー

生活支援に寄与することを目的としている。 ｢下肢慢性創傷のリハビリテーション｣

一般県民に対しては、公開講座などを通じて、疾病の 　講 師 ２: 大塚未来子氏

成り立ちやリハビリテーション並びに理学療法（士） (大分岡病院)

の内容とその役割などを説明することで、健康意識の 内 容 ３：セミナー

向上を図るとともに、高齢者・障がい者（児）並びに ｢地域包括ケアシステムにおける

その家族を含む生活支援に繋がることを目的としてい 理学療法士の役割｣

る。 　講 師 ３: 伊藤潤

内 容 ４：セミナー

(内容) ｢産後リハビリテーションへの取り組み

開催は年１回の企画であるが、本年度は通算20回目と ～骨盤底筋体操指導を通した

なる節目の年でもあることに加え、熊本地震からの復 活動報告～｣

興の年であることも踏まえての記念講演としている。 　講 師 ４: 辻陽子

年度ごとに目指すテーマを決め、そのテーマに沿った 一般演題68題

内容で、リハビリテーション領域における最新の知見 担　　当：熊本市西ブロック

及び技術を有する講師を招聘し、特別講演やシンポジ 参 加 者：(一般)４名

ウムなどを実施している。また、会員による一般演題 (学生)３名

発表では、口述・ポスター発表の形式よる各分野毎の (医療関連職種)９名

発表を行うとともに、座長を中心とした、発表者と参 (会員)346名

加者が質疑応答・議論を行う機会を確保することで、

新人理学療法士の育成に寄与している。さらには、開  ２） 第21回熊本県理学療法士学会準備

催担当地区を交代制とすることで県内各ブロックでの 期　　日：平成28年７月７日(木)

持ち回りとなり、医療機器展示や公開講座を県内各地 平成28年８月17日(水)

で開催できるシステムとなっている。 平成28年９月６日(火)

広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ 平成28年10月20日(木)

ージに掲載、もしくは会員が所属する施設での学会ポ 平成28年11月４日(金)

スタ一掲示、地域における広報誌等の活用にて行って 平成28年12月７日(水)

いる。 平成29年２月７日(火)

参加者の医療･保健･福祉等にかかる知識・技術の向上 平成29年３月９日(木)

が、日々の臨床で対象となる方々へのリハビリテーシ 場　　所：山鹿リハビリセンター

ョンサービスの質的向上に繋がること、県内各地での 内　　容：第21回熊本県理学療法士学会実施計画の

● 立案・準備

（士）の専門性や役割を広く理解していただくことに 担　　当：県北ブロック

役立っていると考える。 【学会評議員会】

開催を通して、一般県民の方々に対して、理学療法
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[２] 公開学術研修会  ３） 第67回学術研修会

期　　日：平成28年12月４日(日)

(目的) 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

リハビリテーション並びに理学療法に関する効果的な 内　　容：講義

治療方法や適切な生活支援に繋がるような最新の知見 テ ー マ：｢高齢者に対する運動処方

・技術を習得し、科学的視点に基づき分析することで  ～フレイル、サルコペニア、

高齢者や障がい者（児）に対する様々なリハビリテー 転倒予防～｣

ションサービスの質的向上と安全性の確保に繋がるこ 講　　師：山田実氏

とを目的としている。 (筑波大学大学院)

参 加 者：(医療関連職種)５名

(内容) (会員)66名

本研修会では、リハビリテーション領域における最新

の知見・技術、並びに分析法について、その分野の第  ４） 第４回理学療法士講習会(応用編)

一線で活躍する講師を招聘し、講義と実技講習の形態 期　　日：平成28年７月９日(土)・10日(日)

で年数回開催している。 場　　所：熊本保健科学大学

広報の手段としては、日本理学療法士協会ホームペー 内　　容：講義及び実技

ジ掲載を主体とし、必要に応じて日本理学療法士協会 テ ー マ：｢下肢運動器疾患の評価セミナー

広報媒体をも活用しながら行っている。新しい知見・ ～膝関節と運動連鎖のスペシャル

技術の習得により治療効果の改善や医療事故防止が図 テスト～｣

れる等、リハビリテーションサービスの質の向上に繋 講　　師：園部俊晴氏、今屋健氏

がるものと考える。また、医療関連職種の参加に門戸 (関東労災病院)

を開き、医療全般への貢献もなされている。 参 加 者：(医療関連職種)０名

(会員)34名

 １） 第65回学術研修会 【学術部】

　期　　日：平成28年６月25日(土)・26日(日)

　場　　所：朝日野総合病院  ５） 第３回天草理学療法研修会

　内　　容：講義及び実技 期　　日：平成28年９月３日(土)

　テ ー マ：｢皮膚の運動特性と皮膚運動学の臨床 場　　所：天草市民センター

応用｣ 内　　容：住宅改修についての講義

　講　　師：福井勉氏 テ ー マ：｢生活機能を向上させる住宅改修の方法

(文京学院大学大学院) と現状～理学療法士の視点から～｣

　参 加 者：(医療関連職種)１名 講　　師：山畑公弘

(会員)38名 参 加 者：(医療関連職種)14名

(会員)２名

 ２） 第66回学術研修会 【天草ブロック】

　期　　日：平成28年９月10日(土)・11日(日)

　場　　所：熊本保健科学大学  ６） 熊本市東ブロック連携研修会

　内　　容：講義及び実技 期　　日：平成28年10月14日(金)

　テ ー マ：｢脳卒中の歩行分析 場　　所：熊本託麻台リハビリテーション病院

～体幹と下肢機能に着目して～｣ 内　　容：講義

　講　　師：鈴木俊明氏 テ ー マ：｢施設・在宅で出来る摂食嚥下の評価と

(関西医療大学大学院) 訓練｣

　参 加 者：(医療関連職種)５名 講　　師：久保高明

(会員)34名 宮本恵美

(熊本保健科学大学)

参 加 者：(医療関連職種)24名

(会員)24名

【熊本市東ブロック】
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[３] 臨床実習研修会 [４] 専門領域研修会

(目的) (目的)

理学療法士の養成では学内教育に加え18週間以上の臨 理学療法の対象となる障害は多岐にわたり、対象年齢

床実習が義務づけられている。県内に６校ある養成校 も乳幼児から高齢者まで広い年齢層となっている。本

（大学・専門学校）の学生は３年以上の臨床経験を持 研修会は、日々進歩する医療技術と変遷する諸制度の

つ実習指導者のもと臨床教育実習を行う必要がある。 理解を深めながら、最新の専門的知識・技術を習得し

本研修会では、実習指導者が臨床実習における学生指 日常の臨床場面で理学療法を実践することを目的とし

導に関して、資質・知識・技術の側面から適切なる支 ている。

援を行うべくその技能の向上に努めるとともに、指導 加えて、医療保健福祉並びに教育関係に従事する方々

者の視点からみた課題や問題点の共有化を図ることで に対して、最新の理論や実践的手法を教授し共有化す

充実した臨床実習場面を提供し将来の専門職として現 ることで、高齢者や障がい者（児）に対する様々なリ

場を担う学生の質を高めることを目的としている。 ハビリテーションサービスの質的向上に繋がることも

目的としている。

(内容)

本研修の内容は、臨床実習の指導方法や考え方、指導 (内容)

に苦慮した学生への対応とその事例検討、並びにコミ 専門領域研修会の内容は、訪問リハビリテーションの

ュニケーションのとり方など具体的かつ実践的な内容 考え方や具体的支援のあり方について理解を深めるほ

を主としている。講師は、教育関係者、並びに臨床実 か、生活習慣病への対応、スポーツ選手の障害予防や

習指導者の中でも経験豊富で、かつ学会や執筆活動等 パフォーマンス向上のためのテーピングやトレーニン

でも活躍されている方々を県内外より広く招聘してい ング方法、呼吸・循環器系のリスク管理や実践的リハ

る。研修形態は、講義に加えワークショップを取り入 ビリテーションの方法及び吸引技術の習得、障がい児

れることで、講師と参加者との意見交換を密に図り、 の療育支援となっている。

臨床実習に関する課題や方向性についての認識を共有 講師は、各領域において経験豊富で、かつ学会や執筆

化できるよう努めている。また、共通のテキストとし 活動等でも活躍されている方々、もしくは本会専門領

て本会独自の臨床実習手引き書を作成し広く配布する 域部の各専門班にて十分に研鑽を積んだ会員がこれに

とともに、本会ホームページからも自由にダウンロー あたっている。研修形態は、講義形式、実践的な技術

ドできるよう掲載している。 習得を主とした技術習得を主とした技術研修の形式を

また、本研修会広報の手段としては、熊本県理学療法 とっている。

士協会ホームページへの掲載を主体に行っている。 広報の手段としては、日本理学療法士協会広報ととも

に熊本県理学療法士協会ホームページ掲載を主体に行

 １） 第11回臨床実習教育研修会 っている。また、対象を広く医療関連職種、スポーツ

　期　　日：平成28年10月23日(日) 指導者としている。

　場　　所：熊本保健科学大学 本研修会に参加する理学療法士並びに医療関係者・ス

　内　　容：講義 ポーツ指導者の知識技術が更に高まることで、県民の

　テ ー マ：｢教育としての臨床実習～学生に携わる 健康意識の向上や高齢者・障がい者（児）並びにその

すべての方に知ってほしいこと～｣ 家族の健康的な生活支援に寄与している。

　講　　師：宇野幸子氏

山野克明氏  １） 第６回介護保険領域に関する研修会

(熊本保健科学大学) 期　　日：平成29年２月12日(日)

　参 加 者：(医療関連職種)10名 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

(会員)31名 内　　容：講義

【教育部】 テ ー マ：｢訪問リハビリテーションのいろは｣

講　　師：坂口暁洋氏

(訪問看護ステーションみなみ)

参 加 者：(医療・介護関連職種)13名

(会員)21名

【介護保険部】
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 ２） 第８回専門領域部糖尿病班研修会  ６） 第20回テーピング講習会(膝関節編)

　期　　日：平成28年11月６日(日) 期　　日：平成29年１月29日(日)

　場　　所：九州中央リハビリテーション学院 場　　所：熊本機能病院

　内　　容：講義 内　　容：講義及び実技

　テ ー マ：｢熊本県下における生活習慣病の現状と テ ー マ：｢アスレチック・テーピングの基礎知識

理学療法士の取り組み｣ とその限界」

　講　　師：柳田彩氏 講　　師：木村淳一、園村和輝、荒木理恵

(熊本県健康福祉部) 参 加 者：(一般)０名

小田川泰之 (会員)８名

　参 加 者：(医療関連職種)２名

(会員)38名  ７） 第３回小児理学療法講習会(応用編)

期　　日：平成28年11月12日(土)・13日(日)

 ３） 第13回呼吸循環系理学療法セミナー 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

　期　　日：平成28年10月29日(土)・30日(日) 内　　容：講義及び実技

　場　　所：九州看護福祉大学 テ ー マ：｢低出生体重児の理学療法

　内　　容：呼吸リハ及び呼吸循環動態を踏まえた ～NICUからフォローアップまで～｣

リスク管理の講義及び演習 講　　師：木原秀樹氏

　テ ー マ：｢呼吸リハビリテーション (長野県立こども病院)

～呼吸ケアスタッフのための 参 加 者：(医療関連職種)３名

呼吸リハアプローチと多職種連携～」 (会員)43名

　講　　師：徳嶺早都子氏

(済生会熊本病院)  ８） 第２回小児理学療法講習会(基本編)　

大池由旗氏 期　　日：平成29年２月５日(日)

(玉名郡市医師会訪問看護ステーション) 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

高野義久氏 内　　容：講義

(高野呼吸内科クリニック) テ ー マ：｢中枢神経系疾患の理学療法の実践の

大池貴行、與座嘉康、石川陽介 ための基本的理論と臨床推論について

藤田美紀男、森下一樹、 ～歩行を中心に～｣

　参 加 者：(医療関連職種)11名 講　　師：日浦伸祐氏

(会員)31名 (森ノ宮病院)

参 加 者：(医療関連職種)２名

 ４） 第７回吸引セミナー (会員)58名

　期　　日：平成29年１月15日(日)

　場　　所：九州看護福祉大学  ９） 第２回神経領域研修会

　内　　容：吸引に関する講義及び吸引の実技実習 期　　日：平成28年７月30日(土)・31日(日)

　テ ー マ：｢吸引法の技術習得｣ 場　　所：熊本保健科学大学

　講　　師：大池貴行、森下志子 内　　容：講義及び実技

與座嘉康、坂本慎一 テ ー マ：｢脳卒中片麻痺の歩行バイオメカニクス

　参 加 者：(医療関連職種)13名 とリハビリテーションへの応用｣

(会員)16名 講　　師：大畑光司氏

(京都大学大学院)

 ５） 第19回テーピング講習会(膝関節編) 参 加 者：(医療関連職種)10名

　期　　日：平成28年８月28日(日) (会員)97名

　場　　所：九州看護福祉大学 【専門領域部】

　内　　容：講義及び実技

　テ ー マ：｢アスレチック・テーピングの基礎知識

とその限界」

｢テーピングの基本的な技術・扱い方｣

　講　　師：木村淳一、園村和輝、荒木理恵

　参 加 者：(一般)７名

(会員)19名
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Ⅳ 会員の資質向上のための事業＜他１＞ 内 容 12：｢C-1 神経系疾患の理学療法」

講 師 12：鏑木誠　

・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び 内 容 13：｢C-5 地域リハビリテーション｣

技術の向上に関する事業 講 師 13：京極大樹　

・ 理学療法に関する会誌その他の刊行物の発行及び 内 容 14：｢C-2 運動器疾患の理学療法｣

調査研究に寄与する事業 講 師 14：荒木理恵

・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業 参 加 者：(会員)174名

・ 理学療法士の社会的地位の向上及び相互福祉に

関する事業  ２） 平成28年度第２回新人研修会

期　　日：平成28年９月24日(土)・25日(日)

[１] 新人研修会 場　　所：熊本保健科学大学

内 容 １：｢E-2 ティーチングとコーチング｣

(目的) 講 師 １：野津原豊

 研修プログラムに則り新人理学療法士を教育すること 内 容 ２：｢D-3 理学療法の研究方法論｣

で、医療人としての倫理観と人間性・専門性を育み、 講 師 ２：竹内久美

社会のニーズに応えうる人材を育成することを目的と 内 容 ３：｢D-4 理学療法士のための医療政策論｣

している。 講 師 ３：増田安至　

内 容 ４：｢B-4 症例検討・発表の仕方｣

(内容) 講 師 ４：飯星雅朗　

新人研修会は、関連法規・職業倫理・リスク管理等に 内 容 ５：｢B-2 クリニカルリーズニング｣

関するもので、平成28年８月27日、８月28日・９月17 講 師 ５：佐藤亮　

日、９月18日開催予定であったが、この度の震災によ 内 容 ６：｢C-3 内部障害の理学療法｣

る会場の都合で日程変更を余儀なくされ８月14日と８ 講 師 ６：河﨑靖範

月27日と９月24日、９月25日の２回に渡り開催され、 内 容 ７：｢C-4 高齢者の理学療法｣

174名、150名合わせて324名の参加があった。 講 師 ７：槌田義美　

内 容 ８：｢A-1 理学療法と倫理｣

 １） 平成28年度第１回新人研修会 講 師 ８：北里堅二

　期　　日：平成28年８月14日(日) 内 容 ９：｢A-3 リスクマネジメント

平成28年８月27日(土) (安全管理と感染予防含む)｣

　場　　所：熊本保健科学大学 講 師 ９：前田英児　

　内 容 １：｢E-1 臨床実習指導方法論｣ 内 容 10：｢A-4 人間関係及び接遇(労働衛生含む)｣

　講 師 １：波多埜克宜 講 師 10：坂崎浩一　

　内 容 ２：｢D-1 社会の中の理学療法｣ 内 容 11：｢A-5 理学療法における関連法規｣

　講 師 ２：大脇秀一 講 師 11：光本しのぶ　

　内 容 ３：｢D-2 生涯学習と理学療法の専門領域｣ 内 容 12：｢C-1 神経系疾患の理学療法」

　講 師 ３：大脇秀一　 講 師 12：鏑木誠　

　内 容 ４：｢B-3 統計方法｣ 内 容 13：｢C-5 地域リハビリテーション｣

　講 師 ４：田島徹朗　 講 師 13：京極大樹　

　内 容 ５：｢B-1 一次救命処置と基本処置｣ 内 容 14：｢C-2 運動器疾患の理学療法｣

　講 師 ５：筒井宏益　 講 師 14：荒木理恵

　内 容 ６：｢C-3 内部障害の理学療法｣ 参 加 者：(会員)150名

　講 師 ６：河﨑靖範 【教育部】

　内 容 ７：｢C-4 高齢者の理学療法｣

　講 師 ７：槌田義美　

　内 容 ８：｢A-1 理学療法と倫理｣

　講 師 ８：北里堅二

　内 容 ９：｢A-3 リスクマネジメント

(安全管理と感染予防含む)｣

　講 師 ９：前田英児　

　内 容 10：｢A-4 人間関係及び接遇(労働衛生含む)｣

　講 師 10：坂崎浩一　

　内 容 11：｢A-5 理学療法における関連法規｣

　講 師 11：光本しのぶ　
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[２] 管理者研修会 ②第２クール

期　　日：平成28年９月22日(木)・23日(金)

(目的) 場　　所：熊本保健科学大学

理学療法士としての管理能力を高め、職場の倫理意識 内 容 １：講義、ロールプレイング

の高揚を図ることで、リハビリテーションサービスの テーマ１：｢プレゼンテーションスキルⅠ｣

 質的向上と、県民の健康意識の向上や高齢者・障がい ｢プレゼンテーションスキルⅡ｣

者（児）の身体機能の改善並びにその家族を含む生活 講 師 １：清原憲一氏

支援に寄与することを目的としている。 (RKKカルチャーセンター

熊本学園大学マスコミ講座)

(内容) 内 容 ２：講義

管理者研修会は、第２ステージが開催され、内容とし テーマ２：｢コミュニケーションを現場に役立てる

てはマネジメントや医療訴訟、プレゼンスキルといっ 方法(中級編)｣

 た第１ステージを修了者というより立場が高い方が必 講　　師：松本泉

要な内容が盛り込まれている。参加者は会員３名、非 内 容 ３：講義、グループワーク

会員３名の計６名と少ないものの充実した講義を行え テーマ３：｢マネジメントⅡ(中間発表)｣

ている。 講 師 ３：菊池健氏

(熊本大学医学部附属病院医療の質管理

 １） 管理者教育カリキュラム第２ステージ センター)

①第１クール 参 加 者：(医療関連職種)３名

　期　　日：平成28年６月16日(木)・17日(金) (会員)３名

　場　　所：熊本保健科学大学

　内 容 １：講義、グループワーク ③第３クール

　テーマ１：｢マネジメントⅠ｣ 期　　日：平成28年12月22日(木)・23日(金)

　講 師 １：吉田道雄氏 場　　所：熊本保健科学大学

(熊本大学) 内　　容：講義、グループワーク、発表

　内 容 ２：講義、グループワーク テーマ１：｢グループ・ダイナミックス(中級編)

　テーマ２：｢グループ・ダイナミックス(中級編)｣ 後編｣

　講 師 ２：菊池健氏 講 師 １：吉田道雄氏

(熊本大学医学部附属病院医療の質管理 (熊本大学)

センター) テーマ２：｢マネジメントⅡ(最終発表)｣

　内 容 ３：講義、グループワーク 講 師 ２：菊池健氏

フリーディスカッション (熊本大学医学部附属病院医療の質管理

　テーマ３：｢医療訴訟・医療紛争｣ センター)

　講 師 ３：藤木美才氏 参 加 者：(医療関連職種)３名

(ふじき法律事務所) (会員)３名

　参 加 者：(医療関連職種)３名 【教育部】

(会員)３名

 ２） 地域包括ケア・介護予防推進リーダー導入研修

①地域包括ケア推進リーダー導入研修

期　　日：平成29年３月５日(日)

場　　所：人吉医療センター

内　　容：講義

講　　師：仙頭城二、中園健太郎、一安宏紀

参 加 者：(会員)23名

②介護予防推進リーダー導入研修

期　　日：平成29年３月４日(土)

場　　所：人吉医療センター

内　　容：講義

講　　師：北尾昌平、白﨑幸紀、伊東善範

参 加 者：(会員)25名

【保健福祉部】
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 ３） 指定管理者研修会 [４] 保険診療研修会の開催並びに保険関連対応業務

①県南ブロック

　期　　日：平成28年６月15日(水) (目的)

　場　　所：介護老人保健施設新清苑 医療保険は２年毎、介護保険は３年毎に診療報酬内容

　内　　容：講義 が見直されている中で、医療保健福祉関係者は常に最

　テ ー マ：｢時代が期待する都道府県士会組織強化 新の情報を得たうえで、適切なサービスを提供しなけ

と管理者のネットワーク化｣ ればならない。本事業では、研修会開催等を通じ広く

　講　　師：小川克巳氏  情報提供することで、円滑なるサービス提供に繋がる

(日本理学療法士協会) など、県民の医療・保健・福祉の向上に大きく寄与す

　参 加 者：(会員)25名 ることを目的としている。

②天草ブロック (内容)

　期　　日：平成28年６月24日(金)  保険診療研修会の開催並びに保険関連対応業務として

　場　　所：天草中央総合病院 ●

　内　　容：ビデオ研修 し、57名の参加があった。その他随時、医療保険関連

　テ ー マ：｢指定管理者研修会(初級)｣ の問合わせ窓口業務を行っている。

　講　　師：北里堅二、坂崎浩一

　参 加 者：(医療関連職種)１名  １） 第32回医療保険診療研修会

(会員)31名 期　　日：平成28年６月４日(土)

場　　所：熊本保健科学大学

③熊本市北ブロック 内　　容：講義

　期　　日：平成28年６月29日(水) テ ー マ：「平成28年度診療報酬改定について

　場　　所：熊本保健科学大学 ～リハ関連診療報酬の整理～」

　内　　容：講義 講　　師：山下智弘

　テ ー マ：｢指定管理者研修会(初級)｣ 参 加 者：(医療関連職種)８名

　講　　師：北里堅二 (会員)49名

　参 加 者：(会員)72名 【医療保険部】

[３] 卒後研修会  ２） 第17回介護保険診療研修会

期　　日：平成28年11月13日(日)

(目的) 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

 リハビリテーション並びに理学療法を実施する中で、 内　　容：講義

 求められる適切な対応を身に付け、理学療法士として テ ー マ：｢平成27年度介護保険改正による経営と

かつ社会人としての基礎的な資質向上を図ることを目 現場業務への影響とその対策について｣

的とする。 講　　師：野崎展史

(日本理学療法士協会)

(内容) 参 加 者：(医療・介護関連職種)19名

卒後研修会は職業倫理に関するものを行い、平成28年 (会員)１名

６月26日に開催予定のものを８月28日に開催し、18名 【介護保険部】

の参加を得ている。

 ３） 第33回医療保険診療研修会準備

 １） 職業倫理セミナー 期　　日：平成29年１月24日(火)

　期　　日：平成28年８月28日(日) 平成29年２月27日(月)

　場　　所：熊本保健科学大学 場　　所：協会事務所

　内　　容：講義 内　　容：第33回医療保険診療研修会開催について

　テ ー マ：｢知らずに人を傷つけていませんか？｣

　講　　師：山野克明氏  ４） 医療保険関連の問合わせ窓口業務

(熊本保健科学大学) 期　　日：平成28年４月～平成29年３月

　参 加 者：(医療関連職種)１名 内　　容：医療保険に関する問合わせへの対応

(会員)17名 件　　数：34件

【倫理委員会】 【医療保険部】

は、医療保険診療研修会を平成28年６月４日に開催
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 ５） 介護保険関連の問合わせ窓口業務 [６] 調査活動

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月

　内　　容：介護保険改正に関する問合わせ事項を (目的)

Q&A方式にてホームページへアップする  理学療法やリハビリテーション等、医療保健福祉領域

　件　　数：０件 に関する事項について調査し、県民や医療関連職種、

【介護保険部】 理学療法士の意識・意見をもとに、行政等への提言や

協会活動の今後の方針決定等に反映させることを目的

[５] 学術資料収集・提供 としている。

(目的) (内容)

 学術書籍や医学雑誌等を購入し会員に貸出を行い、理  平成27年度に実施された産業保健分野におけるニーズ

学療法の基本的理論や実践的手法を教授し共有化し、 についてのアンケート調査を基に分析を行った。分析

対象となる方々へのリハビリテーションサービスの質 結果については、ホームページにおいて公開され、会

的向上を図ることを目的としている。 員の今後の活動に反映されている。

(内容)  １） 産業理学療法に関する調査

学術書籍や医学雑誌等の購入と貸し出しを例年通り実 期　　日：平成28年度

 施している。熊本県理学療法士協会ホームページで紹 内　　容：産業保健分野におけるニーズの分析

介している。 方　　法：平成27年度アンケート分析

【保健福祉部】

 １） 学術資料関連事業

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月  ２） 倫理に関する調査報告と情報提供

　内　　容：①書籍、DVD等の購入・提供 期　　日：平成28年２月６日(月)

②学術的諸資料の提供体制の構築 内　　容：職業倫理セミナー資料

③本会学術誌作成準備 方　　法：ホームページ公開

【学術部】 対　　象：会員

【倫理委員会】

※平成28年度購入学術書籍

・よくわかる内部障害の運動療法 [７] 各ブロック支援

　編著：上月正博　医歯薬出版株式会社

・動作のメカニズムがよくわかる実践！動作分析 (目的)

　監修：上杉雅之　医歯薬出版株式会社 会員並びに多職種との交流を図るとともに各地域に密

・パーキンソン病に対する標準的理学療法介入  着した形での公益事業展開を進めることなど、全県域

　何を考え、どう進めるか？ における本会活動の活性化を図ることを目的としてい

　編集：松尾善美　文光堂 る。

(内容)

 各ブロックでは、地震の影響により勉強会・研修会が

軒並み変更されて開催されている場合と中止・延期と

なったものもあった。

 １） ブロック長会議

期　　日：平成28年10月22日(土)

場　　所：九州中央リハビリテーション学院

内　　容：平成28年度活動報告

平成29年度事業に関する検討
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 ２） 県北ブロック活動 ②天草ブロック第１回定例勉強会

期　　日：平成28年５月20日(金)

①県北ブロック会議 場　　所：天草第一病院

　期　　日：平成28年５月27日(金) 内　　容：伝達講習

　場　　所：山鹿リハビリセンター テ ー マ：｢平成28年度診療報酬改定について｣

　内　　容：平成28年度体制について 講　　師：藤元雄太

平成28年度活動計画について 参 加 者：(会員)51名

第21回熊本県理学療法士学会について

③天草ブロック第２回定例勉強会

 ３） 菊阿ブロック活動 期　　日：平成28年７月１日(金)

場　　所：天草中央総合病院

①菊阿ブロック会議 内　　容：講義

　期　　日：平成28年６月24日(金) テ ー マ：｢脳卒中の理学療法｣

平成29年２月23日(木) 講　　師：新谷大輔

　場　　所：勝久病院 参 加 者：(医療関連職種)１名

　内　　容：平成28年度事業計画について (会員)37名

指定管理者研修会について

平成28年度事業報告 ④天草ブロック第３回定例勉強会

期　　日：平成28年９月９日(金)

 ４） 八代ブロック活動 場　　所：天草中央総合病院

内　　容：講義

①八代ブロック会議 テ ー マ：｢高次脳機能障害について｣

　期　　日：平成28年11月29日(火) 講　　師：土佐太志

　場　　所：熊本総合病院 参 加 者：(医療関連職種)１名

　内　　容：ブロック活動について (学生)３名

(会員)38名

②八代ブロック勉強会

　期　　日：平成29年３月18日(土) ⑤天草ブロック第４回定例勉強会

　場　　所：熊本総合病院 期　　日：平成28年10月14日(金)

　内　　容：講義 場　　所：天草中央総合病院

　テ ー マ：｢クリニカルクラークシップと 内　　容：講義

ルーブリック評価について｣ テ ー マ：｢がんリハについて｣

　講　　師：福田猛氏 講　　師：宮木一也

(帝京大学) 参 加 者：(会員)29名

　参 加 者：(医療関連職種)０名

(会員)17名 ⑥天草ブロック第５回定例勉強会

期　　日：平成29年２月10日(金)

 ５） 天草ブロック活動 場　　所：天草中央総合病院

内　　容：講義及び実技

①天草ブロック会議 テ ー マ：｢肩関節について｣

　期　　日：①平成28年５月20日(金) 講　　師：武部啓太

②平成28年10月20日(木) 参 加 者：(医療関連職種)５名

③平成29年２月７日(火) (会員)33名

　場　　所：①天草第一病院

②③

天草中央総合病院附属介護老人保健施設

　内　　容：平成27年度活動報告・決算報告

平成28年度活動計画について

平成29年度事業計画・予算について

地域ケア会議報告

指定管理者研修会について

天草地域リハビリテーション活動支援

事業について

公益事業について
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⑦天草ブロック第６回定例勉強会 ②県南ブロック第１回定例勉強会

　期　　日：平成29年３月３日(金) 期　　日：平成28年６月29日(水)

　場　　所：天草中央総合病院 場　　所：水俣市立総合医療センター

　内　　容：３年目の会員による症例検討会 内　　容：講義

　テーマ１：｢伏臥位訓練における下肢可動域との テ ー マ：｢腰痛の理学療法｣

関係性｣ 講　　師：坂本親宣

　発表者１：伊藤大介 参 加 者：(医療関連職種)０名

　テーマ２：｢髄内釘抜釘後、大腿骨顆上骨折を呈し (会員)24名

関節拘縮をきたした症例｣

　発表者２：松田吉紘 ③県南ブロック第２回定例勉強会

　テーマ３：｢下肢・体幹可動域制限に対する体幹 期　　日：平成28年８月31日(木)

へのアプローチ｣ 場　　所：水俣市立総合医療センター

　発表者３：吉浦歩美 内　　容：講義

　テーマ４：｢自主訓練を指導し、円背姿勢が軽度 テ ー マ：｢呼吸リハビリテーション｣

改善した症例｣ 講　　師：新穂大輔

　発表者４：和田正倫 参 加 者：(医療関連職種)０名

　テーマ５：｢上肢可動域制限に対する肩甲帯への (学生)３名

アプローチ｣ (会員)20名

　発表者５：松本貴史

　テーマ６：｢可動域と心理ストレスの関係性に ④県南ブロック第３回定例勉強会

ついて｣ 期　　日：平成28年10月20日(木)

　発表者６：西岡佳美 場　　所：水俣市立総合医療センター

　テーマ７：｢肩甲窩上腕関節に可動域制限がある 内　　容：講義

症例｣ テ ー マ：｢地域リハ(介護保険サービスについて)｣

　発表者７：舩越勇太 講　　師：真島孝明

　参 加 者：(医療関連職種)０名 参 加 者：(医療関連職種)０名

(会員)43名 (会員)16名

⑧天草ブロック特別講義 ⑤県南ブロック第４回定例勉強会

　期　　日：平成28年６月10日(金) 期　　日：平成29年１月18日(水)

　場　　所：天草第一病院 場　　所：水俣市立総合医療センター

　内　　容：講義 内　　容：講義

　テ ー マ：｢脳血管の走行とその動脈領域での テ ー マ：｢糖尿病との上手な付き合い方｣

出血例の画像と予測される障害像｣ 講　　師：田中哲

　講　　師：横山元晴氏 参 加 者：(医療関連職種)０名

(天草第一病院) (会員)20名

　参 加 者：(会員)35名

⑥県南ブロック第５回定例勉強会

 ６） 県南ブロック活動 期　　日：平成29年２月28日(火)

場　　所：水俣市立総合医療センター

①県南ブロック会議 内　　容：講義

　期　　日：平成28年５月26日(木) テ ー マ：｢脳卒中片麻痺患者の歩行

　場　　所：水俣市立総合医療センター ～認知理論に基づく歩行分析・

　内　　容：副ブロック長選出 アプローチ～｣

定例勉強会について 講　　師：坂本勝哉

水俣市健康まつり派遣者選出 参 加 者：(医療関連職種)０名

指定管理者研修会について (学生)１名

(会員)23名
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 ７） 熊本市中央ブロック活動  ９） 熊本市西ブロック活動

①熊本市中央ブロック会議 ①熊本市西ブロック会議

　期　　日：平成28年６月29日(水) 期　　日：平成28年６月23日(木)

平成29年２月22日(水) 平成29年２月22日(水)

　場　　所：鶴田病院 場　　所：介護老人保健施設白藤苑

　内　　容：平成28年度活動計画について 内　　容：平成27年度決算について

公益事業について 平成28年度予算について

個人情報の取り扱いについて 公益事業について

第20回熊本県理学療法士学会について

 ８） 熊本市北ブロック活動

 10） 熊本市東ブロック活動

①熊本市北ブロック会議

　期　　日：平成28年５月20日(金) ①熊本市東ブロック会議

平成28年12月２日(金) 期　　日：平成28年４月11日(月)

　場　　所：熊本機能病院 平成28年10月24日(月)

　内　　容：平成27年度事業報告・決算報告 平成29年２月20日(月)

平成28年度計画・予算について 場　　所：介護老人保健施設コスモピア熊本

公益事業報告 内　　容：研修会内容について

平成28年度事業報告 平成28年度活動報告

平成29年度計画案・予算案について 平成29年度活動予定について

各研修会アンケート結果について

②熊本市北ブロック症例検討会

　期　　日：平成29年１月29日(日) ②熊本市東ブロック勉強会

　場　　所：熊本保健科学大学 期　　日：平成28年11月10日(木)

　内　　容：症例検討会 場　　所：熊本託麻台リハビリテーション病院

　参 加 者：(会員)33名 内　　容：講義及び実技

テ ー マ：｢触察～肩・肩甲骨周囲・腱板～｣

③熊本市北ブロック研究促進勉強会 講　　師：高山将史氏

　期　　日：平成28年６月22日(水) 参 加 者：(会員)32名

　場　　所：合志第一病院

　内　　容：統計・研究法  11） 熊本市南ブロック活動

　テ ー マ：｢かんたん！わかる！やってみる！

研究よろず相談｣ ①熊本市南ブロック会議

　講　　師：鏑木誠 期　　日：平成28年５月25日(水)

　参 加 者：(会員)10名 平成28年８月25日(木)

平成29年２月23日(水)

④熊本市北ブロック地域包括ケア勉強会 場　　所：介護老人保健施設ぼたん園

　期　　日：平成28年９月28日(水) 内　　容：公益事業について

　場　　所：熊本保健科学大学 指定管理者研修会について

　内　　容：講義、ディスカッション 平成28年度事業計画について

　テ ー マ：｢地域包括ケアへ理学療法士はどう

関わる？～医療、介護 それぞれの立場

からの実践報告～｣

　講　　師：京極大樹、正岡敬子

　参 加 者：(会員)57名
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[８] 入会促進 [10] 関連団体との会議出席及び連携交流に関する事業

(目的) (目的)

 非会員理学療法士の入会を促進し、本会活動を通じ理 関連団体と協力しながら保健・医療・福祉に関する情

学療法士の更なる質の向上を目的としている。 報を適宜提供することや冊子・パンフレットなどを作

成することで、県民の健康意識の向上や高齢者・障が

(内容) い者(児)の身体機能の改善並びにその生活支援に寄与

 入会促進については、新卒者研修会にて当会の活動概 することを目的としている。

要について説明、入会促進の機会とした。今年度の新

入会は185名であった。 (内容)

関連団体との会議出席及び連携交流に関する事業は、

 １） 平成28年度新卒者研修会 県や市町村が開催する会議に参加し、専門的視点から

　期　　日：平成28年６月18日(土) の提言や資料作成等を通じて事業への協力を図るもの

　場　　所：熊本保健科学大学 である。例年通り、介護認定審査会や熊本県医療保健

　内　　容：本会の組織説明 福祉団体連合会等の会議に出席しているが、今年度は

事業計画説明 復興リハ関連の諸会議にも出席している状況である。

事務連絡

｢A-2 協会組織と生涯学習システム｣  １） 熊本県介護保険審査会委嘱状交付式及び委員総会

　講　  師：山口裕介 事業主体：熊本県

　参 加 者：(新入会員)185名 期　　日：平成28年６月30日(木)

【厚生部】 場　　所：ホテル熊本テルサ

内　　容：熊本県介護保険審査会委嘱状交付

[９] 福利厚生 委員総会

被派遣者：川上照美

(目的)

会員が理学療法業務並びに本会活動を安心かつ的確に  ２） 熊本県地域リハビリテーション推進会議

 遂行できるよう支援することを目的としている。 (熊本県市町村介護予防事業評価支援会議)

事業主体：熊本県

(内容) 期　　日：①平成28年６月13日(月)

 会員に対し、医療保険部及び介護保険部作成の資料提 ②平成29年３月16日(木)

供や保険事業を整備することで保障体制の充実や復職 場　　所：①テルウェル熊本

支援に寄与している。 ②ホテル熊本ニュースカイ

内　　容：災害時リハビリテーション支援体制に

 １） 会員福利厚生 ついて

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 地域リハビリテーション支援体制の機能

　内　　容：①医療保険部及び介護保険部作成の 強化について

 資料提供 阿蘇地域リハビリテーション広域支援

②保険事業 センターの指定について

【厚生部】 平成28年度活動報告

平成29年度事業計画について

 ２） 復職支援 被派遣者：坂崎浩一

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月

　内　　容：医療保険資料集の作成  ３） 熊本市介護認定審査会

介護保険資料集の作成 事業主体：熊本市

　件　　数：０件 期　　日：平成28年４月～平成29年３月

【医療保険部・介護保険部】 場　　所：熊本市各区保健センター等

内　　容：要支援・要介護に係る認定審査

 ３） 理学療法士復職支援事業 被派遣者：北里堅二、田島徹朗、坂崎浩一

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 野津原豊、森重康彦、小森田宏

　内　　容：復職に関する相談及び情報提供 木原伸一、本田隆

研修に関する調整業務

　参 加 者：(会員)０名

【厚生部】
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 ４） 熊本市介護給付費等の支給に関する審査会  11） 訪問リハ・地域リーダー会議

　事業主体：熊本市 事業主体：日本理学療法士協会

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 日本作業療法士協会

　場　　所：熊本市役所 日本言語聴覚士協会

　内　　容：熊本市障害者自立支援法にかかる審査 期　　日：平成28年５月20日(金)・21日(土)

　被派遣者：飯星雅朗 場　　所：東京都

内　　容：活動報告

 ５） 訪問看護・訪問介護合同検討委員会 事例収集について

　事業主体：熊本市地域リハビリテーション協議会 平成28年度実務者研修会について

　期　　日：平成29年２月20日(月) 被派遣者：竹内久美

　場　　所：熊本市医師会

　内　　容：現状報告  12） 熊本県医療・保健・福祉団体協議会理事会

訪問看護及び訪問介護の課題について 事業主体：熊本県医療･保健･福祉団体協議会

　被派遣者：筒井宏益 期　　日：平成28年７月20日(水)

場　　所：テルウェル熊本

 ６） リハビリテーション検討委員会 内　　容：熊本県医療・保健・福祉連携学会開催

　事業主体：熊本市地域リハビリテーション協議会 経過並びに収支決算について

　期　　日：平成29年３月３日(金) 国民を守るための決議について

　場　　所：熊本市医師会館 熊本県医療・保健・福祉連携学会開催に

　内　　容：熊本圏域における地域リハビリテーショ ついて

ン広域支援センターの活動状況について 各団体からの意見・要望について

リハビリテーションの課題について 被派遣者：北里堅二

　被派遣者：大脇秀一

 13） 熊本地域リハビリテーション支援協議会役員会

 ７） 在宅サービス手引書編集委員会 事業主体：熊本地域リハビリテーション支援協議会

　事業主体：熊本市地域リハビリテーション協議会 期　　日：平成28年８月４日(木)

　期　　日：平成29年２月２日(木) 場　　所：テルウェル熊本

　場　　所：熊本市医師会館 内　　容：平成27年度事業報告並びに決算について

　内　　容：在宅支援ハンドブックについて 平成27年度熊本県地域リハビリテーショ

　被派遣者：四海公貴 ン支援センター事業報告

熊本県医療・保健・福祉連携学会の開催

 ８） 菊池広域連合介護認定審査会 経過について

　事業主体：菊池広域連合 平成28年度事業計画・予算について

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 熊本県地域リハビリテーション支援

　場　　所：菊池圏域各会場 センターについて

　内　　容：介護認定に係る審査 総会・特別講演の開催について

　被派遣者：佐藤亮、大島正道、槌田義美 熊本県復興リハビリテーションセンター

原口真由美、江藤隆夫 設置について

被派遣者：北里堅二

 ９） 菊池広域連合障害者総合支援法にかかる審査会

　事業主体：菊池広域連合

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月

　場　　所：菊池広域連合本部

　内　　容：障害者区分の決定

　被派遣者：大島正道

 10） 宇城広域連合介護認定審査会

　事業主体：宇城広域連合

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月

　場　　所：宇城広域連合

　内　　容：要介護及び要支援に係る認定審査

　被派遣者：山下智弘、井上みどり
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 14） 熊本地域リハビリテーション支援協議会総会  17） 各保健所圏域での糖尿病対策事業への参加協力

並びに熊本県復興リハビリテーションセンター ①阿蘇地域糖尿病保健医療連絡会

活動報告会 事業主体：阿蘇保健所

　事業主体：熊本地域リハビリテーション支援協議会 期　　日：平成28年９月23日(金)

　期　　日：平成29年３月16日(木) 場　　所：阿蘇保健所

　場　　所：ホテル熊本ニュースカイ 内　　容：熊本県における糖尿病予防対策事業に

　内　　容：平成28年度事業報告及び収支予算報告 ついて

監査報告 糖尿病医療の均てん化・ネットワーク

厚生労働省老人保健健康増進等事業報告 支援事業について

書について これまでの阿蘇圏域の取組と課題等に

平成29年度事業計画及び収支決算につい ついて

て 糖尿病保健医療連携基本ルール阿蘇圏域

熊本県復興リハビリテーションセンター 版について

コーディネーターからの活動報告 熊本糖尿病地域連携ネットワーク研究会

仮設住宅等における高齢者に対する有効 及び糖尿病予防研修会について

な生活不活発病対策の実証活動について 被派遣者：林寿恵

熊本地震後の高齢者の運動機能と生活環 担　　当：専門領域部糖尿病班

境の現状

　被派遣者：北里堅二、坂崎浩一 ②糖尿病予防フォーラム人吉

事業主体：糖尿病予防フォーラム実行委員会

 15） 熊本市保健医療専門団体連合会理事会 期　　日：平成28年10月16日(日)

　事業主体：熊本市保健医療専門団体連合会 場　　所：堤病院九日町診療所

　期　　日：①平成28年７月４日(月) 内　　容：体力測定

②平成28年12月22日(木) 被派遣者：溝上真也、友尻将士、津山友希

　場　　所：熊本市医師会館 吉永克明、荒木健、永松千弘

　内　　容：平成28年度熊本市民健康フェスティバル 佐藤亜紀子、新村昌史

開催について 担　　当：専門領域部糖尿病班

平成27年度会務報告、収支決算、

事業準備積立金収支決算、保健文化基金 ③球磨圏域糖尿病保健医療連携会議

収支決算について 事業主体：人吉保健所

平成28年度事業計画・分担金・熊本市民 期　　日：平成29年２月20日(月)

健康フェスティバル分担金・収支予算 場　　所：人吉保健所

(案)について 内　　容：人吉球磨地域の現状について

次年度以降の熊本市民健康フェスティバ 医療機関の連携体制について

ルの開催について 被派遣者：溝上真也

平成29年度熊本シティエフエム放送出演 担　　当：専門領域部糖尿病班

について

　被派遣者：①田島徹朗

②増田安至

 16） 糖尿病教育ネットワークKUMAMOTOへの参加協力

　事業主体：糖尿病教育ネットワークKUMAMOTO

　期　　日：平成28年11月27日(日)

　場　　所：くまもと森都心プラザ

　内　　容：熊本県における糖尿病療養の動向把握

　被派遣者：溝上真也

　担　　当：専門領域部糖尿病班
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 18） 肥後医育振興会評議員会  20） 地域ケア会議

　事業主体：肥後医育振興会 事業主体：天草市

　期　　日：平成28年６月20日(月) 期　　日：①平成28年４月20日(水)

平成29年３月７日(火) ②平成28年４月22日(金)

　場　　所：KKRホテル熊本 ③平成28年４月22日(金)

　内　　容：平成27年度事業報告、収支決算報告 ④平成28年５月18日(水)

熊本地震被災外国人留学生支援について ⑤平成28年５月20日(金)

評議員の交代について ⑥平成28年５月26日(木)

｢肥後医育塾｣の概要について ⑦平成28年６月17日(金)

熊本県医療人育成総合会議について ⑧平成28年６月17日(金)

熊本医学・生物学科学国際シンポジウム ⑨平成28年６月17日(金)

助成について ⑩平成28年７月14日(木)

｢肥後医育ニューズレター｣の編集に ⑪平成28年７月15日(金)

ついて ⑫平成28年７月20日(水)

平成27年度活動報告について ⑬平成28年８月19日(金)

平成29年度事業計画書(案)及び収支予算 ⑭平成28年９月16日(金)

書(案)について ⑮平成28年９月21日(水)

平成29年度医学研究助成金の公募(案)に ⑯平成28年９月30日(金)

ついて ⑰平成28年10月21日(金)

平成29年度医学国際交流助成金(外国人 ⑱平成28年10月21日(金)

留学生奨学金)の公募(案)について ⑲平成28年11月16日(水)

評議員の交代について ⑳平成28年11月28日(月)

　被派遣者：北里堅二 ㉑平成28年11月28日(月)

㉒平成28年12月９日(金)

 19） 熊本県在宅医療連携体制検討協議会 ㉓平成28年12月16日(金)

　事業主体：熊本県 ㉔平成28年12月21日(水)

　期　　日：平成29年２月７日(火) ㉕平成29年１月18日(水)

　場　　所：ホテル熊本テルサ ㉖平成29年１月20日(金)

　内　　容：在宅医療の推進について ㉗平成29年１月20日(金)

地域医療構想について ㉘平成29年２月15日(水)

　被派遣者：竹内久美 ㉙平成29年２月17日(金)

㉚平成29年２月17日(金)

㉛平成29年３月17日(金)

㉜平成29年３月22日(水)

場　　所：①天草北地域包括支援センター

②天草牛深地域包括支援センター

③天草東保健福祉センター

④天草中央地域包括支援センター

⑤天草地域検診センター

⑥河浦町社会福祉協議会

⑦天草北地域包括支援センター

⑧天草市東包括支援センター

⑨天草牛深地域包括支援センター

⑩天草地域検診センター

⑪天草市西地域包括支援センター

⑫天草中央地域包括支援センター

⑬天草東保健福祉センター

⑭河浦町社会福祉協議会

⑮天草中央地域支援センター

⑯天草地域医療センター

⑰天草牛深地域包括支援センター

⑱天草北地域包括支援センター

⑲天草中央包括支援センター

⑳天草西地域包括支援センター
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㉑天草地域健診センター  21） 水俣・芦北圏域糖尿病対策地域連携会議

㉒天草東保健福祉センター 事業主体：水俣市保健所

㉓天草牛深地域包括支援センター 期　　日：平成28年11月29日(火)

㉔天草北地域包括支援センター 場　　所：水俣保健所

㉕天草中央地域包括支援センター 内　　容：熊本県における糖尿病の現状と対策に

㉖天草南地域包括支援センター ついて

㉗河浦町社会福祉協議会 各関係機関における平成27年度取組及び

㉘栖本福祉会館 今年度の取組について

㉙天草牛深地域包括支援センター 熊本糖尿病ネットワーク研究会の企画

㉚天草北地域包括支援センター 検討について

㉛天草西地域包括支援センター 意見交換、他

㉜天草中央地域包括支援センター 対　　象：水俣・芦北住民

　内　　容：事例検討 被派遣者：西村大輔

自立支援に向けたアドバイス 担　　当：県南ブロック

　被派遣者：①江﨑重昭

②花谷雄大  22） 熊本県リハビリテーション専門職三団体協議会

③吉永雄一 事業主体：熊本県リハビリテーション専門職

④坂本拓也 三団体協議会生活期リハビリテーション

⑤尾下寿宏 部門

⑥中鋪圭吾 期　　日：①平成28年11月４日(金)

⑦山﨑真美 ②平成28年12月12月(月)

⑧小川知己 ③平成29年２月13日(月)

⑨池田仁亮 場　　所：協会事務所

⑩堀川勝 内　　容：訪問リハビリテーション実務者研修会の

⑪木崎拓真 運営

⑫池嵜直幸 被派遣者：①②大脇秀一

⑬小川知己 ①③竹内久美

⑭安村盛義 ①②③光本しのぶ

⑮福田裕二 ①②③木原伸一

⑯辻龍之介 ②③山下智弘

⑰四方田将昌

⑱石田亜紀  23） 菊池広域連合介護認定審査会代表者会議

⑲坂本久美 事業主体：菊池広域連合

⑳山本由佳 期　　日：平成28年11月25日(金)

㉑尾下寿宏 場　　所：菊池市泗水総合支所

㉒吉永雄一 内　　容：認定審査会の現状について

㉓山口亮聖 次期認定審査会委員の推薦について

㉔川筋真美 審査会総会及び委員研修の開催について

㉕迫頭友美 被派遣者：佐藤亮

㉖堀川勝

㉗安村盛義  24） 菊池広域連合介護認定審査会総会

㉘野﨑憲一 事業主体：菊池広域連合

㉙原田皓生 期　　日：平成29年度２月22日(水)

㉚水田美沙子 場　　所：菊池市泗水総合支所

㉛中鋪圭吾 内　　容：介護認定審査会会長の選任について

㉜山畑公弘 状況報告

　担　　当：天草ブロック 被派遣者：佐藤亮
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 25） 阿蘇地域難病対策連絡会  29） 平成28年熊本地震の発生に伴う復興リハビリテー

　事業主体：阿蘇保健所 ションセンター登録者説明会

　期　　日：平成29年２月22日(水) 事業主体：熊本県

　場　　所：阿蘇医療センター 期　　日：平成28年９月14日(水)

　内　　容：阿蘇地域の難病患者の現状について 場　　所：熊本県庁

｢熊本地震で学んだこと｣ 内　　容：復興リハビリテーションセンターの

災害時の難病要援護者支援の在り方に 役割と活動について

ついて 復興リハビリテーションセンターからの

情報共有 専門職派遣について

　被派遣者：林寿恵 被派遣者：佐藤亮、大浦佳子、坂本勝哉

明瀬敬二、松本貴子

 26） ｢小川かつみを応援する福岡の会｣応援集会

　事業主体：福岡県理学療法士会  30） 小川かつみ君のさらなる活躍を期待する会

　期　　日：平成28年５月21日(土) 事業主体：小川かつみ全国後援会

　場　　所：福岡市 日本理学療法士連盟

　内　　容：応援集会 期　　日：平成28年10月21日(金)

　被派遣者：北里堅二 場　　所：東京都

内　　容：理学療法士としての国政への働きかけに

 27） 生活不活発病に関する厚生労働省との意見交換会 ついて

　事業主体：熊本県 熊本県理学療法士協会から会員への発信

　期　　日：平成28年５月16日(月) について

　場　　所：テルウェル熊本 今後の動向について各県中央役員との

　内　　容：熊本地震における避難所等への介護予防 情報交換、意見交換

活動等支援事業について 被派遣者：松本泉

JRAT活動報告及び今後の活動について

生活不活発病予防対策の実施状況調査  31） 第５回JIMTEF災害医療研修アドバンスコース

結果について 事業主体：国際医療技術財団

東日本大震災時の避難所における 国立病院機構災害医療センター

リハビリテーション活動について 国際開発救援財団

各団体の取り組み報告 期　　日：平成28年12月11日(日)

今後の活動体制について 場　　所：神戸市

　被派遣者：北里堅二 内　　容：講義

｢災害医療コーディネート｣

 28） 平成28年熊本地震の発生に伴う復興リハビリテー ｢本部運営と記録｣

ションに関する説明会 ｢本部運営実習｣

　事業主体：熊本県 ｢国際人道支援に学ぶ支援方策

　期　　日：平成28年７月13日(水) ～スフィアプロジェクト～｣

　場　　所：熊本県庁 ｢JDR(国際緊急救助隊)の災害医療活動｣

　内　　容：復興リハの必要性と活動内容について グループディスカッション

復興リハビリテーション支援体制に ｢次の災害に備えて｣

ついて 被派遣者：佐藤亮

熊本県復興リハセンターの運営について

仮設住宅等におけるコミュニティづくり

について

　被派遣者：北里堅二、田島徹朗、坂崎浩一
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 32） 第６回JIMTEF災害医療研修アドバンスコース  34） 熊本県復興リハビリテーションセンター

　事業主体：国際医療技術財団 コーディネーター会議

国立病院機構災害医療センター 事業主体：熊本県復興リハビリテーションセンター

国際開発救援財団 期　　日：①平成28年９月26日(月)

　期　　日：平成29年１月22日(日) ②平成28年10月３日(月)

　場　　所：東京都 ③平成28年10月７日(金)

　内　　容：講義 ④平成28年11月７日(月)

｢災害医療コーディネート｣ ⑤平成28年12月26日(月)

(近藤久禎氏 ⑥平成29年１月５日(木)

国立病院機構災害医療センター) ⑦平成29年１月７日(土)

｢本部運営と記録｣ ⑧平成29年１月24日(火)

(近藤久禎氏、大野龍男氏 場　　所：①②テルウェル熊本

国立病院機構災害医療センター) ④熊本機能病院

｢国際人道支援に学ぶ支援方策 ⑦ホテル日航熊本

～スフィアプロジェクト～｣ 内　　容：復興リハビリテーション活動の全体調整

(千島佳也子氏 派遣調整

国立病院機構災害医療センター) 人材育成策の実施

｢JDR(国際緊急救助隊)の災害医療活動｣ プロジェクトの進行管理について

(大野龍男氏 熊本県復興リハビリテーションセンター

国立病院機構災害医療センター) 活動の研究報告書作成に関する打合せ

講義・グループディスカッション 被派遣者：佐藤亮

｢熊本市における救護班の調整について

～受援の経験～｣  35） 熊本県復興リハビリテーションセンター御船町

(中林秀和氏 熊本市健康福祉局) サロン支援関係者研修会

｢次の災害に備えて｣ 事業主体：御船町

(梶村政司氏 JIMTEF災害医療委員) 期　　日：平成28年10月24日(月)

グループワーク 場　　所：御船町保健センター

｢本部運営実習｣ 内　　容：御船町復興に向けた事業計画

(小早川義貴氏 熊本県復興リハビリテーションセンター

国立病院機構災害医療センター) の啓発及び活動内容説明

(浅野直也氏 仮設団地での具体的活動内容検討

国立病院機構東名古屋病院) 被派遣者：佐藤亮

　被派遣者：三宮克彦

 36） 熊本県復興リハビリテーションセンター市町村

 33） ｢第７回主治医と介護支援専門員の連携セミナー｣ ヒヤリング

｢第４回在宅ケア多職種連携活動発表会｣ 事業主体：熊本県復興リハビリテーションセンター

　事業主体：熊本市居宅介護支援事業者協議会 期　　日：①平成28年８月30日(火)

　期　　日：平成29年２月24日(金) ②③平成28年８月31日(水)

　場　　所：熊本市医師会館 ④⑤平成28年９月１日(木)

　内　　容：パネルディスカッション ⑥平成28年10月５日(木)

｢ささえりあを育てようかかりつけ医と ⑦平成29年１月26日(木)

ともに｣ 場　　所：①御船町役場

発表 ②嘉島町役場

｢ともにメディカルサポート｣活動報告 ③甲佐町役場

(ささえりあ平成 澤辺勲) ④益城町役場

｢医療・保健と介護・福祉の連携｣と ⑤⑥大津町地域包括支援センター

｢医療と介護の連携シート｣ ⑦平原仮設団地

(ささえりあ水前寺 市橋はるみ) 内　　容：復興リハビリテーションセンターの役割

熊本市北区管内地域包括支援センター と活動について

連絡協議会における多職種連携の一例 復興リハビリテーションセンターからの

(ささえりあ清水・高平 下出さゆり) 専門職派遣について

ディスカッション 市町村からの復興に向けた要望について

　被派遣者：北里堅二 被派遣者：佐藤亮
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 37） 熊本県復興リハビリテーションセンター実務者 [11] 他団体との連絡調整

会議

　事業主体：熊本県 (目的)

熊本地域リハビリテーション支援協議会 関連他団体との連絡調整を密に図ることで、県内及び

　期　　日：①平成28年８月19日(金) 全国の医療保健福祉に関する情報を収集し、本会の事

②平成28年９月７日(水) 業展開に速やかに反映させることを目的としている。

　場　　所：①熊本県医師会館

②テルウェル熊本 (内容)

　内　　容：避難所及び仮設住宅の高齢者への支援に 他団体との連絡調整は日本理学療法士協会並びに他県

ついて 理学療法士協会との情報交換や研修会等の共同開催を

復興リハビリテーション活動の全体調整 行うもので、会長他役員が組織運営委員会や事務局長

派遣調整 会議等へ出席した。

人材育成策の実施

プロジェクトの進行管理について  １） 日本理学療法士協会定時総会

　被派遣者：佐藤亮 事業主体：日本理学療法士協会

期　　日：平成28年６月４日(土)

 38） 熊本県復興リハビリテーションセンター日医総研 場　　所：東京都

打合せ 内　　容：協会名誉会員の承認について

　事業主体：熊本県復興リハビリテーションセンター 定款改正案の承認について

　期　　日：平成29年２月３日(金) 役員報酬等規程改正案の承認について

　場　　所：テルウェル熊本 総会議事運営規程改正案の承認について

　内　　容：熊本県復興リハビリテーションセンター 平成27年度決算書類の承認について

活動の研究報告書作成に関する打合せ 選挙管理委員の承認について

　被派遣者：佐藤亮 要件審査委員の承認について

議事運営委員の承認について

 39） 熊本県復興リハビリテーションセンター御船町 被派遣者：北里堅二、田島徹朗、坂崎浩一

落合仮設団地視察 野津原豊、増田安至、森重康彦

　事業主体：熊本県復興リハビリテーションセンター 大籠安男、仙頭城二、河添竜志郎

　期　　日：平成29年２月３日(金)

　場　　所：御船町落合仮設団地  ２） 日本理学療法士協会組織運営協議会

　内　　容：集会所への派遣 事業主体：日本理学療法士協会

生活不活発病について 期　　日：平成28年11月６日(日)

　被派遣者：佐藤亮 場　　所：東京都

内　　容：平成29年度重点課題について

会費前納制について

退会申請者の取り扱いについて

平成28年度協会賞の推薦について

生涯学習システムのキャリアラダーに

ついて

都道府県理学療法士会の組織強化に

ついて

協会指定管理者ネットワークの構築に

ついて

被派遣者：北里堅二
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 ３） 日本理学療法士協会九州ブロック各県理学療法士  ５） 日本理学療法士協会九州ブロック

会長会議 臨床実習関係担当者会議

　事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会 事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

　期　　日：①平成28年７月２日(土) 期　　日：平成29年１月21日(土)

②平成28年11月11日(金) 場　　所：福岡市

③平成29年３月25日(土) 内　　容：九州各県士会・協会における臨床実習

　場　　所：①ホテル熊本テルサ 指導に関するかかわりについてのディス

②鹿児島市 カッション

③福岡市 被派遣者：前田英児

　内　　容：平成27年度監査報告

合同学会について  ６） 日本理学療法士協会九州ブロック政策活動委員会

管理・運営研修会について 事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

臨床実習指導者研修会及び関係担当者 期　　日：①平成28年７月２日(土)

会議について ②平成28年８月27日(土)

現職者講習会について 場　　所：①ホテル熊本テルサ

事務局長会議について ②福岡市

合同学会開催時期の変更について 内　　容：小川氏に関しての現状報告・活動報告

熊本地震の義援金拠出について 今後の活動計画について

学会あり方検討委員会報告 １週間の対策(困っていること)について

教育・学術担当者会議報告 被派遣者：①田島徹朗、森重康彦

政策検討委員会報告 ②田島徹朗

監事について

事務局会議について  ７） 九州理学療法士・作業療法士合同士会長会議

平成28年度事業報告及び決算報告に 事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

ついて 日本作業療法士協会九州各県士会

平成29年度事業計画及び予算案について 期　　日：平成28年11月11日(日)

ブロック会議並びに研修会の中止決定 場　　所：鹿児島市

基準について 内　　容：九州理学療法士・作業療法士合同学会

今後のブロック学会について 報告及び進捗状況について

役員改選について 作業療法士会員数確認

　被派遣者：①北里堅二、坂崎浩一 問題演題にかかるペナルティーについて

②北里堅二、坂崎浩一、大脇秀一 合同学会の今後の方向性について

③北里堅二、大脇秀一 被派遣者：北里堅二

 ４） 日本理学療法士協会九州ブロック  ８） 日本理学療法士協会臨時都道府県理学療法士会

教育・学術担当者会議 会長および事務局長研修会

　事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会 事業主体：日本理学療法士協会

　期　　日：平成28年７月24日(日) 期　　日：平成28年５月21日(土)

　場　　所：福岡市 場　　所：東京都

　内　　容：各県士会における学術的活動の計画 内　　容：士会取り組み例の紹介

九州ブロック会主催事業について 都道府県理学療法士活動におけるSWOT

日本理学療法士協会平成27年度事業報告 分析

日本理学療法士協会平成28年度事業に 被派遣者：坂崎浩一

ついて

　派 遣 者：前田英児、牛嶋康介  ９） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会

役員意見交換会

事業主体：日本理学療法士協会

期　　日：平成28年８月21日(日)

場　　所：東京都

内　　容：選挙結果報告

各県における活動事例報告

被派遣者：坂崎浩一、森重康彦
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 10） 日本理学療法士協会九州ブロック ②急性期

各県理学療法士会事務局長会議 事業主体：日本理学療法士協会

　事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会 期　　日：平成29年２月26日(日)

　期　　日：平成28年11月11日(金) 場　　所：東京都

　場　　所：鹿児島市 内　　容：｢世話人の役割とネットワーク作り方に

　内　　容：各県からの現況報告 ついて｣

(情報交換シートを使用) ｢急性期病院をめぐる医療行政・政策の

各県への質問および確認事項 動向｣

　被派遣者：坂崎浩一、大脇秀一 (佐々木嘉光氏 日本理学療法士協会)

｢救急救命、集中治療におけるリハビリ

 11） 第４回日本理学療法教育学会学術集会 テーションの効果及び経営者への提案｣

　事業主体：日本理学療法士協会 (岩田健太郎氏

　期　　日：平成28年11月27日(日) 神戸市立医療センター中央病院)

　場　　所：福岡市 ｢ADL維持向上等体制加算及び365日提供

　内　　容：シンポジウム 体制の効果及び経営者への提案｣

｢九州各県理学療法士会からの臨床実習 (平野明日香氏 藤田保健衛生大学病院)

への関わり｣ ｢高度急性期・急性期における理学療法

　被派遣者：大橋妙子 士の人材育成｣

(伊藤義広氏 広島大学病院)

 12） 日本理学療法士協会指定管理者(職域別) ｢理学療法士が知っておくべき集中治療

中央研修会 の現場、チーム医療と人材育成のポイン

①生活期 ト～医師の立場からの提言～｣

　事業主体：日本理学療法士協会 (小谷透氏

　期　　日：平成29年２月25日(土) 昭和大学医学部麻酔科学講座)

　場　　所：東京都 ワークショップ

　内　　容：ワークショップ ｢高度急性期・急性期の管理者シミュレ

｢生活期の理学療法マネジメントの課題 ーション～経営者・上司・同僚・スタッ

と運用を考える｣ フへの提案～｣

　被派遣者：竹内久美 被派遣者：新谷大輔氏

 13） 日本理学療法士協会都道府県コーディネーター

導入研修会

事業主体：日本理学療法士協会

期　　日：①平成29年３月１日(水)・２日(木)

②平成29年３月15日(水)・16日(木)

場　　所：茨城県立健康プラザ

内　　容：シルバーリハビリ体操指導士の養成事業

について

地域支援事業におけるシルバーリハビリ

体操指導士とリハビリ専門職の関わりに

ついて

被派遣者：①仙頭城二

②中園健太郎
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Ⅴ 本会の目的達成に必要な管理運営＜法人会計＞ [３] 賛助会員懇談会

・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業 (目的)

・ 理学療法士の社会的地位の向上及び相互福祉に 賛助会員との意見交換を通じ、業界の現状と理学療法

関する事業 士協会に対するニーズを把握し、新たなる事業展開へ

・ その他この法人の目的を達成するために必要な  と繋げることを目的とする。

事業

(内容)

[１] 本会のＰＲ活動 年度事業計画、事業進捗状況の説明並びに医療・保健

・福祉・介護等関連業界の現状と課題等についての意

(目的)  見交換を行う。  

 理学療法並びに理学療法士の普及啓発を目的とする。

 １） 賛助会員懇談会

(内容) 期　　日：平成29年２月10日(金)

本会の活動内容について取材し、広報誌を通して紹介 場　　所：メルパルク熊本

するとともに、健康講座や各種イベント時に着用する 内　　容：平成28年度活動状況報告、意見交換、他

 ユニフォーム等の管理貸出等を行う。 参 加 者：(賛助会員並びに本会役員)27名

【厚生部】

 １） 本会のＰＲ活動

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 [４] 生涯学習プログラム運営に関する事業

　内　　容：ユニフォーム・幟の貸し出し、管理

(目的)

 ２） 公益事業の取材活動　 会員理学療法士のスキルアップとしての生涯学習プロ

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 グラムについて、その周知と認定登録などの管理運営

　場　　所：熊本市、他  を円滑に行うことを目的としている。

　内　　容：各部・各ブロックの公益事業取材

【広報宣伝部】 (内容)

生涯学習プログラム修得向上に関する業務、日本理学

[２] 会員相互の親睦会 療法士協会生涯学習部との連絡調整、登録申請業務、

 使用機材の操作保守管理業務等を行う。 

(目的)

新入会員に対し、本会の目的や活動内容の説明や意見  １） 新人教育プログラム修得率向上のための事業

交換を通し、理学療法士としての学術・技術向上に関 期　　日：平成29年２月10日(金)

する助言や、本会事業への積極的参加を促進すること 場　　所：熊本リハビリテーション病院

 を目的とする。    内　　容：新人教育プログラム修得率向上に向けた

取り組みと実績検証

(内容) 【教育部】

役員紹介、組織概要・活動概要の説明並びに新人会員

と役員の意見交換を行う。 

※ 熊本地震による会場の都合で中止
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[５] 事務局業務 [６] 総会

(目的) (目的)

本会の目的とする活動を健全かつ円滑に運営すること  本会定款第14条に定める事項を決議することを目的に

を目的とする。 総会を開催する。 

(内容) (内容)

 事業管理・会員管理・財務管理等、総務・庶務・財務 平成28年６月19日と平成29年３月12日の２回、定時お

業務全般及びホームページの管理運営等を行った。  よび臨時総会を実施し、平成27年度の事業報告及び決

算報告と平成29年度からの新理事と監事の選任を行っ

 １） 事務局業務 た。また、臨時総会では、定款細則の変更と平成29年

　期　　日：平成28年４月～平成29年３月 度事業計画及び予算案について協議を行い、承認を得

　内　　容：・発信書類の作成、整理、保管 た。

・受信書類の整理、保管

・総会、理事会等の諸会議準備並びに  １） 公益社団法人熊本県理学療法士協会定時総会

　連絡 期　　日：平成28年６月19日(日)

・諸会議議事録作成 場　　所：ホテル熊本テルサ

・日本理学療法士協会及び他県理学療法 内　　容：平成27年度事業報告及び決算報告

　士会との連絡業務 理事及び監事の選任、他

・平成27年度事業報告及び決算書作成 出 席 数：88名

・平成29年度事業計画及び予算書作成 (議決権行使書数)1,245名

・会費、入会金徴収業務

・会員異動・変更等の把握・管理及び  ２） 公益社団法人熊本県理学療法士協会臨時総会

　ブロック長、関連部長へ連絡 期　　日：平成29年３月12日(日)

・新卒者及び協会未加入者の入会勧誘 場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

・会員名簿作成 内　　容：入会金の金額の変更について

・会長並びに理事行動録作成 定款細則の変更について

・慶弔関係業務 平成29年度事業計画案及び予算案に

・法人会計業務全般 ついて、他

・他団体との交流、親睦 出 席 数：71名

・会員向けホームページの管理運営 (議決権行使書数)1,290名

・求人・求職資料の管理

・入退室管理システム説明会

・生涯学習に関する管理・運営

・公益事業に関する連絡調整

・表彰に関する管理・運営
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[７] 理事会 [８] 部・局会議

(目的) (目的)

 本会定款第32条に定めることを審議することを目的に  本会の諸活動を円滑に遂行することを目的に、部局会

理事会を開催する。 議を開催する。

(内容) (内容)

本会の業務執行に関する様々な事項に関して、計13回  教育学術活動に関すること、臨床実習指導に関するこ

 の理事会を開催し、審議した。 と、専門領域に関すること、広報宣伝に関すること等

について検討した。   

 １） 理事会

　内　　容：本会運営について  １） 理学療法学術活動に関する検討

第１回拡大理事会・第１回理事会 期　　日：平成28年４月13日(水)

　期　　日：平成28年４月14日(木) 平成28年５月10日(火)

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 平成28年６月14日(火)

第２回理事会 平成28年７月５日(火)

　期　　日：平成28年５月19日(木) 平成28年８月９日(火)

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 平成28年９月６日(火)

第３回理事会・第４回理事会 平成28年10月11日(火)

　期　　日：平成28年６月19日(日) 平成28年11月８日(火)

　場　　所：ホテル熊本テルサ 平成28年12月13日(火)

第５回理事会 平成29年３月７日(火)

　期　　日：平成28年７月６日(水) 場　　所：熊本託麻台リハビリテーション病院

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 内　　容：研修会進捗状況報告

第６回理事会 次年度事業計画の検討

　期　　日：平成28年８月３日(水) 【学術部】

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

第７回理事会  ２） 理学療法教育活動に関する検討

　期　　日：平成28年９月７日(水) 期　　日：平成28年９月14日(水)

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 平成29年２月８日(水)

第８回理事会 場　　所：にしくまもと病院

　期　　日：平成28年10月５日(水) 内　　容：各班事業報告

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 平成29年度事業計画・予算について

第２回拡大理事会・第９回理事会 会計処理について

　期　　日：平成28年11月２日(水)

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院  ３） 卒後教育班会議

第10回理事会 期　　日：平成28年６月10日(金)

　期　　日：平成28年12月７日(水) 平成28年７月８日(金)

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 平成28年９月９日(金)

第３回拡大理事会・第11回理事会 平成28年10月13日(木)

　期　　日：平成29年１月11日(水) 場　　所：熊本リハビリテーション病院

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 内　　容：卒後教育活動に関する検討

第12回理事会

　期　　日：平成29年２月１日(水)  ４） 臨床実習教育班会議

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 期　　日：平成28年10月13日(木)

第13回理事会 平成29年２月２日(木)

　期　　日：平成29年３月12日(日) 場　　所：熊本機能病院

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院 内　　容：臨床実習教育研修会の企画運営

スーパーバイザー手引き改訂WG活動報告

企画・運営WG活動報告



第１号議案 ＜法人会計＞

 ５） 臨床実習教育班作業部会 [９] 学会評議員会

　期　　日：①平成28年６月20日(月)企画・運営

②平成28年６月30日(木)SV手引き (目的)

③平成28年８月20日(土)企画・運営  学会評議員会の監督・指導・助言のもと開催される熊

④平成28年９月１日(木)SV手引き 本県理学療法士学会の企画運営を通じて、理学療法の

⑤平成28年11月10日(木)SV手引き 普及啓発並びに学術技術の向上を図ることを目的とす

⑥平成28年12月１日(木)企画・運営 る。

⑦平成29年１月12日(木)企画・運営

⑧平成29年２月16日(木)SV手引き (内容)

　場　　所：②④⑤⑧熊本リハビリテーション病院  熊本県理学療法士学会の開催にあわせて計３回の学会

①③⑥⑦ 評議委員会を行い、助言並びに指導等を行った。

九州中央リハビリテーション学院

　内　　容：｢熊本県版スーパーバイザーの手引き｣  １） 第１回学会評議員会

の内容について 期　　日：平成28年６月22日(水)

臨床実習のコーディネーターを育成する 場　　所：江南病院

ための企画・運営 内　　容：第21回熊本県理学療法士学会長選出

【教育部】 第20回熊本県理学療法士学会進捗状況

報告

 ６） 専門領域部全体会議 ISSN登録について

　期　　日：平成28年９月30日(金)

　場　　所：熊本保健科学大学  ２） 第２回学会評議員会

　内　　容：各班活動報告 期　　日：平成28年10月26日(水)

事業計画案・予算案について 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

厳重注意処分について 内　　容：第20回熊本県理学療法士学会進捗状況

報告

 ７） 呼吸・循環班会議 第21回熊本県理学療法士学会について

　期　　日：平成28年５月31日(火) 平成29年度事業計画案・予算案について

平成28年７月22日(金) ISSNについて

平成28年10月４日(火)

平成28年11月１日(火)  ３） 第３回学会評議員会

　場　　所：熊本中央病院 期　　日：平成29年３月12日(日)

　内　　容：平成28年度事業計画・予算案について 場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

研修会開催について 内　　容：第20回熊本県理学療法士学会事業・会計

報告

 ８） 中枢神経班運営に関する会議 第20回熊本県理学療法士学会表彰者選出

　期　　日：平成28年５月13日(金)

平成28年10月４日(火)

平成29年２月17日(金)

　場　　所：熊本保健科学大学

　内　　容：平成28年度計画・予算について

研修会進捗状況報告

活動報告

平成29年度計画(案)・予算(案)について

【専門領域部】

 ９） 広報宣伝に関する検討

　期　　日：①平成28年11月10日(木)

②平成29年２月23日(木)

　場　　所：①勝久病院

②水前寺とうや病院

　内　　容：宣伝手法、戦略的展開の検討

【広報宣伝部】



第１号議案 ＜法人会計＞

[10] 常設委員会 [11] 選挙管理委員会

(目的) (目的)

 本会の将来像を見据え、現状における課題の明確化と  本会役員選出にかかる諸業務並びに日本理学療法士協

問題解決に向けた組織的対応について検討するととも  会役員選挙にかかる連絡調整を公正かつ円滑に行うこ

に、理学療法を取り巻く倫理的問題に対応することを とを目的とする。  

目的とする。

(内容)

(内容)  本会役員選挙の準備及び実施と日本理学療法士協会役

 保健医療福祉を主とする関連領域の動向と本会及び日 員選挙にかかる連絡調整業務を行った。  

本理学療法士協会の活動内容を精査するとともに、組

織体制にかかる問題について審議した。また、倫理に  １） 選挙管理委員会

関する諮問に対する審議・具申と情報収集を行った。 期　　日：平成28年４月～平成29年３月

内　　容：熊本県理学療法士協会役員選挙の結果

 １） 政策企画室 報告

　期　　日：①平成28年６月21日(火) 日本理学療法士協会役員選挙の準備及び

②平成28年８月23日(火) 連絡調整

③平成28年10月25日(火)

④平成29年２月21日(火) [12] 他団体の研修会・講演会等への後援

　場　　所：①③④

熊本総合医療リハビリテーション学院 (目的)

②協会事務所  関連する団体が主催する研修会・講習会の後援を通じ

　内　　容：平成28年度活動について 医療・保健・福祉領域の更なる連携強化とともに理学

活動ロードマップの作成について 療法の普及啓発を図ることを目的とする。 

 ２） 組織体制審議委員会 (内容)

　期　　日：平成28年５月30日(月) 関連団体主催の研修会等への後援手続き並びに広報活 

平成28年９月13日(火) 動への協力を行った。 

平成28年12月13日(火)

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院  １） 他団体の研修会・講演会等への後援

　内　　容：日本理学療法士協会定時総会議案に ・天草市健康フェスタ

ついて ・熊本呼吸ケア研究会

日本理学療法士協会理事会資料・熊本県 ・天草市認知症を考えるつどい2016

理学療法士協会理事会資料及び各部局 ・第13回熊本作業療法学会

活動報告より動向についての調査・報告 ・熊本人工呼吸セミナー

・第58回全日本病院学会in熊本

 ３） 倫理委員会 ・訪問看護・リハビリステーションふぃっと主催

　期　　日：平成28年５月25日(水) 　市民公開講座

平成28年11月１日(火) ・全国デイ・ケア研究大会

平成29年２月７日(火) ・血栓症啓発イベント

　場　　所：九州中央リハビリテーション学院 ・復興チャリティー講演会

　内　　容：平成27年度アンケート集計・分析 ・第21回クリニカルクラークシップ研修会in熊本

平成28年度事業計画と役割分担について ・日本医療マネジメント学会第19回熊本支部学術集会

職業倫理セミナーについて ・第59回作業療法全国研修会熊本会場

職業倫理セミナー資料公開について ・市民公開講座「ロコモキャラバンin熊本」

平成29年度計画案・予算案について ・地域包括ケア推進住民講演会

・熊本糖尿病ネットワーク研究会in阿蘇圏域
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